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第２章　壮年・高年者の仕事に関する意識

北九州市立大学都市政策研究所　石　塚　　　優

　関門地域研究の一環として、昨年度は若者の雇用と定着をテーマとして北九州市と下関市の若者

の雇用について下関市立大学との共同で調査研究を実施し、報告書（関門地域共同研究会「若年者

労働市場」関門地域共同研究vol.19（北九州市立大学都市政策研究所、下関市立大学地域共創セン

ター））にまとめた。今年度は、雇用に関する調査研究の一環として、壮・高年者を対象として、

企業・事業所等の統計的な側面から見た雇用の実態と雇用についての意識の側面に関して調査研究

を進めた。この報告は、壮・高年層の仕事に対する意識について調査し、まとめた結果である。

第１節　調査の概要

Ⅰ　調査の目的

　改正高年齢者雇用安定法が2006年４月から完全施行され、定年延長、継続雇用制度の導入など

による65歳までの段階的な雇用確保措置が事業主に義務づけられた。この法の雇用確保措置義務年

齢は2006年度62歳、2007～2009年度63歳、2010～2012年度64歳、2013年度以降65歳である。また、

2007年10月から改正雇用対策法が施行され、募集・採用時の年齢制限の禁止が義務化された。この

ような高年者の雇用や採用に関する法制度の下で、対象となる高年層や壮年層がどのような意識を

持っているのかを明らかにするために、仕事に対する意識調査を実施した。

　下記に示した通り、対象としたのは北九州市、下関市に居住する50～70歳の各市1,500人である。

　なお、集計は北九州市、下関市をまとめて関門地域として集計している。

Ⅱ　調査の方法

１　調査対象：50～70歳 3,000人（北九州市 1,500人、下関市 1,500人）

２　対象者の抽出方法：両市選挙人名簿より所定の手続きを経て、無作為抽出。

３　調査方法：郵送による調査票の配布・回収

４　調査期間：2010年11月16日～2010年12月６日

５　有効回収票数等

　　配布票数　　　　3,000

　　回収票数　　　　1,138　　回収率　　　37.9％

　　有効回収票数　　1,138　　有効回収率　37.9％

６　主な調査項目：基本属性、現在の仕事の有無、これまでの仕事の有無、就業意向、仕事に関す

る考え、したいと思う仕事、自信のある仕事、雇用者が望むと思う仕事における条件、普段の

生活と地域での活動、自分自身のとらえ方
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Ⅲ　対象者の基本属性

　対象者の基本属性は表１に示した。性別では女性が、年齢区分では60～64歳が最も多く、続いて

55～59歳が多い。50～59歳は44.3％、60歳以上は54.6％である。世帯構成では夫婦のみが約４割、

住宅では持ち家一戸建が65.6％と多い。

居住年数では10年以上が約６割、生まれてからずっと（地着き者）が35.4％と多い。

　表１　対象者の基本属性

度数 構成比 度数 構成比

合計 1,138 100.0 合計 1,138 100.0
性　　別 居住年数

男性 516 45.3 １年未満 10 0.9
女性 619 54.4 １～４年 26 2.3
無回答 3 0.3 ５～９年 44 3.9

年齢区分 10年以上 653 57.4

50歳未満 9 0.8 生まれてから 403 35.4

50～54歳 221 19.4 無回答 2 0.2

55～59歳 283 24.9 居住地域内友人数

60～64歳 361 31.7 ０人 313 27.5

65～69歳 240 21.1 １～５人 539 47.4

70歳以上 21 1.8 ６～10人 118 10.4
無回答 3 0.3 11～15人 25 2.2

世帯構成 16人以上 46 4.0
ひとり暮らし 112 9.8 無回答 97 8.5
夫婦のみ 432 38.0 居住地域外友人数

親世代との二世代 130 11.4 ０人 97 8.5
子世代との二世代 263 23.1 １～５人 610 53.6
三世代 67 5.9 ６～10人 232 20.4
その他 120 10.5 11～15人 58 5.1
無回答 14 1.2 16人以上 95 8.3

住　　宅 無回答 46 4.0
一戸建（借家） 82 7.2
一戸建（持ち家） 746 65.6
集合住宅（借家） 155 13.6
集合住宅（持ち家） 128 11.2
勤務先寮・職員住宅 12 1.1
その他 11 1.0
無回答 4 0.4
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　図１は年齢区分と世帯構成の性別を示している。年齢区分は50～54歳、65～69歳では女性が多

く、55～64歳では男女比がほぼ同じである。

　世帯構成ではひとり暮らしは女性の方が多く６割を占めている。夫婦のみは男女比がほぼ同じで

ある。二世代以上の同居世帯は女性の方が多い傾向を示している。もう少し年齢が高くなるとひと

り暮らしの女性が増加すると予測される。

図１　年齢区分と世帯構成の性別
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　図２は年齢区分別の世帯構成を示している。夫婦のみ世帯が年齢とともに増加し、親世代・子世

代との同居がともに減少することが示されている。

基本属性は以上の通りであるが、以下では年齢区分について「50歳未満」を「50～54歳」に、「70

歳以上」を「65歳以上」にまとめて示している。

　図２　年齢区分別の世帯構成
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第２節　現在の仕事の有無と仕事に対する意識

　第２節では現在の仕事の有無と仕事への意識について調査結果をまとめる。最初に仕事の有無と

内容について、全体、性別及び年齢区分別に見る。続いて仕事をしていない人の仕事の経験と仕事

への意欲及び、勤務したことのある人の仕事の内容について、性別、年齢区分、現在仕事をしてい

る人としていない人により比較をする。次に、現在仕事をしている人、していない人の勤務年数に

ついて見る。雇用確保措置義務年齢が2006年度62歳、2007～2009年度63歳、2010～2012年度64歳、

2013年度以降65歳であるが、以下では、60歳未満と60歳以上とに区分して比較をする。

１　現在の仕事の有無

　現在の仕事の有無について表２に示した。全体では仕事をしている人は63.4％であり、６割以上

である。これを性別でみると、仕事をしているのは男性が75.8％、女性が53.2%である。

　年齢区分でみると、仕事をしているのは50歳代が約８割、60～64歳が約６割、65歳以上が34.1％

である。年齢が高くなるに従い仕事をしている人が少なくなる。

２　勤務している人の仕事の内容

　現在勤務している人の仕事の内容は無回答を省略して図３に示している。図３の中の集計表は縦

集計で示している。

全体、性別、年齢５歳区分、60歳年齢区分で示している。図によると、全体では「パート・アル

バイトなど」が最も多いが、性別では女性の約４割、年齢区分では60歳以上が約４割と多い。ただ

し、50～64歳も２割程度存在する。次に多いのは「技術系会社員」であるが、男性と55～59歳が多

い。続いて多いのは「自営業・会社経営」であるが、性別では男性が多く、年齢区分では59歳が約

２割と最も多い。「その他」は農業・漁業や家業従事者である。また、図では無回答を省略している。

　表２　現在の仕事の有無

合計 している していない 無回答

全体 1,138 721 63.4 404 35.5 13 1.1

性
別

男性 516 391 75.8 119 23.1 6 1.2
女性 619 329 53.2 284 45.9 6 1.0
無回答 3 1 33.3 1 33.3 1 33.3

年
齢
区
分

50～54歳 230 185 80.4 43 18.7 2 0.9

55～59歳 283 221 78.1 60 21.2 2 0.7

60～64歳 361 225 62.3 133 36.8 3 0.8

65歳以上 261 89 34.1 167 64.0 5 1.9
無回答 3 1 33.3 1 33.3 1 33.3
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３　勤務していない人の仕事への意欲と仕事の経験

⑴　仕事への意欲

　全体では、仕事を「ぜひしたい」と「できればしたい」との計で約５割であるが、男性は約６割

になる。また、年齢が高くなるに従い「ぜひしたい」は減少するが、「できればしたい」は年齢に

よる変化がみられない（図４参照）。

　図４に示した仕事への意欲は定年後に限定していない。現在勤務していない人の意欲を示してい

るが、55～64歳までの仕事への意欲は「ぜひしたい」と「できればしたい」の計が56.7％と55.6％

で同水準であり、意欲が60歳代でも落ちないことを示唆している。

図３　仕事している人の仕事の内容
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　現在、仕事をしていない人の仕事への意欲を年齢５歳区分ごとに性別でまとめて表３に示した。

これによると、50歳代の男性の数が少ないが、仕事を「せひしたい」と回答した人は２割程度であ

り、「できればしたい」も３割程度に留まっており、「したくない」が最も多い。女性の場合は「ぜ

ひしたい」は男性より少ないが、「できればしたい」は５割を超えている。このように、50歳代で

は男性よりも女性のほうが、仕事への意欲は高い。

　60歳以上の定年後を含むと思われる年齢では、仕事を「ぜひしたい」「できればしたい」ともに

男性が女性を上回っている。60～64歳では両者の計が７割を超えている。女性の場合も両者の計は

５割に近く、60歳未満の女性よりは低下するが、仕事をしたいという意欲は50歳代の男性を上回っ

て高い。

　この結果が示唆していることは、定年前後の60歳代前半、あるいはそれ以後も仕事をしたいと

思っている人が男女ともに多いということである。その仕事をしたいと思っている人の仕事の内容

などに関しては第３節以降で検討する。

図４　勤務していない人の仕事への意欲
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⑵　仕事の経験

現在仕事をしていない人の仕事の経験は図５の通りである。

全体では仕事をした経験を９割近くがもち、性別では男性よりも女性の方が仕事の経験がある人

が多い。

　年齢区分では50～54歳の人が仕事の経験がある人が多くを占め、60～64歳の人が少ない。また、

60歳以上よりも60歳未満の方が仕事をした経験のある人が多いことが分かる。

現在仕事をしていない人の仕事の経験の有無については年齢区分とともに表４にも示した。表で

は無回答を省略したために全体の合計が合１人合わなくなっている。

図５　勤務していない人の仕事の経験
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　表３　年齢区分別性別仕事への意欲　 Ｎ（％）　

合計

(人)
ぜひしたい できればしたい

できればしたく
ない

したくない

50～54歳
男性 4 1 25.0 1 25.0 1 25.0 1 25.0
女性 39 7 17.9 20 51.3 5 12.8 6 15.4

55～59歳
男性 12 2 16.7 4 33.3 － － 5 41.7
女性 48 4 8.3 24 50.0 9 18.8 11 22.9

60～64歳
男性 45 11 24.4 22 48.9 6 13.3 6 13.3
女性 88 5 5.7 36 40.9 20 22.7 25 28.4

65歳以上
男性 58 2 3.4 28 48.3 8 13.8 16 27.6
女性 109 2 1.8 44 40.4 18 16.5 41 37.6
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　表４のとおり、仕事をした経験のない人が年齢が高い女性に多い訳ではなく、ほとんど差がない

ことを示している。

⑶　勤務したことのある人の仕事の内容

　勤務経験がある人の仕事の内容について複数回答結果を図６に示している。

　仕事で多いのは「事務系会社員」と「パート・アルバイトなど」である。これを性別で見ると男

性は「技術系会社員」が多く、女性は「事務系会社員」「パート・アルバイトなど」が多い。

　年齢区分では「事務系会社員」は60歳以降減少し、「技術系会社員」が増加傾向を示す。「パート・

アルバイトなど」では年齢が高くなると減少傾向を示している。営業職や農水産業に関しては選択

肢を設けなかったために、「その他」に分類される。その「その他」は年齢が高くなっても継続し、

65歳以上で減少する。

　なお、図中の年齢区分は以下では「年齢５歳区分」、60歳区分は「60歳年齢区分」と表記する。

表４　仕事をしていない人の仕事の経験の有無

合計（人） ない ある 無回答

50～54歳
男性 4 － － 4 100.0 － －

女性 39 － － 38 97.4 1 2.6

55～59歳
男性 12 3 25.0 9 75.0 － －

女性 48 1 2.1 46 95.8 1 2.1

60～64歳
男性 45 6 13.3 35 77.8 4 8.9
女性 88 10 11.4 76 86.4 2 2.3

65歳以上
男性 58 7 12.1 47 81.0 4 6.9
女性 109 8 7.3 96 88.1 5 4.6

合　　計
男性 119 16 13.4 95 79.8 8 6.7
女性 284 19 6.7 256 90.1 9 3.2

全　　体 404 36 8.9 351 86.9 17 4.2
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４　勤務年数

　現在仕事をしている人の勤務年数は表５の通り平均年数が19.4年、最長51年である。

　現在仕事をしていない人で仕事の経験のある人の平均年数は24.8年、最長が62年である。

　図７は現在仕事をしている人と、現在仕事をしていないが勤務経験のある人の５年区分の仕事の

年数を示している。どちらも30年以上が最も多く、仕事をしている人では３割、仕事をしていない

人では４割を占めている。

図６　勤務していない人で仕事をしたことがある人の仕事の内容
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自営業・会社経営 事務系会社員(正) 技術系会社員(正)

派遣・契約社員 パート・アルバイトなど 公務員

軽労働(警備等) 事務系専門職(医療事務等) 医療系専門職(医師・保健師等)

その他の専門職(教員、福祉系等) 家事専業 学生

無職 その他 無回答

　　表５　勤務年数

度数 最小 最長 平均年数

仕事をしている人 707 0 51 19.4
仕事をしていない人（351人） 346 0 62 24.8
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　以上の結果を踏まえて第３節以降では、「性別」「年齢５歳区分」「60歳年齢区分」及び、「仕事を

している・していない」という視点から、仕事に関する意識を検討する。無回答は概ね省略してい

る。

図７　勤務年数
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仕事をしている人の勤務年数 仕事をしていない人のこれまでの勤務年数
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第３節　壮・高年者の仕事に対する意識の構造

１　仕事をしていたい年齢

⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　高齢者雇用安定法の完全実施や改正雇用対策法により定年年齢の引き上げ、継続雇用制度の導入

などが進む中で、何歳くらいまで働きたいと思うかを質問した。図８は回答結果を60歳年齢区分で

示している（全体については表６を参照）。

　この結果から、60歳以上と60歳未満では大きな差は認められないものの、定年前と考えられる60

歳未満の回答は「61～65歳」までが多くを占めているのに対して、定年後の回答者も多く含まれる

と思われる60歳以上では、「66～70歳」の回答が３割を超え、約２割の60歳未満に比べて多い。

定年は調査時点では63～64歳に引き上げられているか、雇用延長制度が導入されていると考えら

れるため、これまでの種々の調査が示した60歳に近づくことによる働きたい年齢を徐々に押し上げ

る効果はそれほど大きくないかもしれないが、60～64歳へとその効果が移行する途上にあると推

測できる。また、「61～70歳」との回答は60歳未満が66.1％、60歳以上が73.9％である。60歳以上

の仕事への意欲の高さが認められる。

【年齢５歳区分】

もう少し詳細な年齢区分により示したのが表６である。図９には表６を「71～75歳」「76～80歳」

「その他」を「70歳以上・その他」とまとめ、無回答を省略し、各年齢の回答を結んだ折れ線で示

している。

図８　仕事をしていたい年齢／60歳年齢区分

60歳以下

61～65歳

66～70歳

71～75歳

76～80歳

一生涯

その他

できればしたくない

無回答

01020304050 0 10 20 30 40 50

16.0

45.0

21.1

2.3

0.8

6.8

1.6

5.5

1.0

3.9

40.5

33.4

6.3

1.4

5.0

1.6

5.8

2.1

60歳未満 60歳以上
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　これによると50～54歳では仕事をしたいのは「60歳以下」までとの回答が顕著に多いことが分か

る。図９にもこの傾向が明示されている。これが60歳に近づくことにより働きたい年齢を徐々に押

し上げていることが表６及び図９から見て取れる。この効果は65歳を超えても継続し、65歳以上に

なると仕事をしていたいのは「66～70歳」へと最頻値が移行する。図９では65歳以上で、働いてい

たい年齢が「61～65歳」と「66～70」が逆転する。働いていたい年齢押し上げる効果は65歳以上ま

で働いていると認めることができる。65歳以上では「70歳以上」まで仕事を続けたいとの回答も多

い。

【性別】

　表６と図９には性別の仕事をしていたい年齢も示している。これによると僅かながら男性が女性

よりも仕事をしていたい年齢を高くした回答が多いようである。女性は仕事をしていたい年齢を

「60歳以下」とした回答が男性に比べて多い。

表６　仕事をしていたい年齢 Ｎ（％）

合計 60歳以下 61～65歳 66～70歳 71～75歳 76～80歳 一生涯 その他
できれ
ばした
くない

無回答

全体
1,138 106 483 318 51 13 66 18 65 18

100.0 9.3 42.4 27.9 4.5 1.1 5.8 1.6 5.7 1.6

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
230 50 100 47 6 0 12 4 9 2

100.0 21.7 43.5 20.4 2.6 0.0 5.2 1.7 3.9 0.9

55～59歳
283 32 131 61 6 4 23 4 19 3

100.0 11.3 46.3 21.6 2.1 1.4 8.1 1.4 6.7 1.1

60～64歳
361 13 181 98 15 4 18 3 26 3

100.0 3.6 50.1 27.1 4.2 1.1 5.0 0.8 7.2 0.8

65歳以上
261 11 71 110 24 5 13 7 10 10

100.0 4.2 27.2 42.1 9.2 1.9 5.0 2.7 3.8 3.8

性
別

男性
516 37 213 153 26 9 43 8 21 6

100.0 7.2 41.3 29.7 5.0 1.7 8.3 1.6 4.1 1.2

女性
619 69 270 162 25 4 23 10 44 12

100.0 11.1 43.6 26.2 4.0 0.6 3.7 1.6 7.1 1.9
年齢区分 χ2 乗＝137.088  df＝15  p＜.01
（ただし、仕事をしていたい年齢を「70歳以上・その他」にまとめた結果）
性別　χ2 乗＝24.772  df＝7  p＜.01
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⑵　現在の仕事の有無による差

　年齢や性別では上記のような傾向が認められたが、現在仕事をしている人としていない人で比較

して示したのが、図10である。これによると両者で大差が認められない。ただし、現在仕事をして

いる方が「66～70歳」や「一生涯」が多く、高い年齢まで仕事をしていたいと回答した人が多い。

一方、現在仕事をしていない人は「できればしたくない」が仕事をしている人に比べて多く、60歳

以上では仕事への意欲が高かったのであるが、仕事をしていない人の仕事への意欲は現在仕事をし

ている人に比べて低いと見ることができる。これは、表６に示したとおり、50～64歳まで「できれ

ばしたくない」は徐々に増加するが、65歳以上になるとこれが低下傾向を示すことから推測して、

50～64歳の現在仕事をしていない人の意識が反映されているとも考えられる。

図９　仕事をしていたい年齢／年齢５歳区分／性別
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２　仕事ができると思う年齢

　表７は何歳くらいまで仕事ができると思うかと質問した回答結果を示している。全体では「61～

65歳」が最も多く、続いて「66～70歳」である。

　表６に示したとおり、仕事をしていたい年齢については、全体では「61～65歳」が約４割であっ

た。この数値は仕事をできる年齢では若干低下し、その分「一生涯」を除き、「66～80歳」が増加

している。この回答から、「一生涯」を含め、65歳を超えて仕事ができると思っている人は５割程

度になる。

　このように全体では半数が65歳くらいまで仕事ができると思っており、残り半数は65歳を超えて

も仕事をできると思っていることが分かる。仕事をしていたい年齢との違いが示されている。

この全体の結果は回答者である50歳以上の仕事に対する意識であるが、性別や年齢、現在仕事を

している・していないにより多少の違いが認められると考え、以下では表７にも示した、年齢区分、

性別、現在の仕事の有無などにより検討した。

図10　仕事をしていたい年齢／仕事をしている・していない

60歳以下

61～65歳

66～70歳

71～75歳

76～80歳

一生涯

その他

できればしたくない

無回答

01020304050 0 10 20 30 40 50
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29.0

5.1

1.5

7.8

1.8

3.1

1.1

9.2

44.3

26.2

3.2

0.5

2.2

1.2

10.6

2.5

している していない
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⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　図11は何歳くらいまで仕事ができると思うかを質問した結果を60歳で区分した年齢で示してい

る（全体の結果は表７を参照）。

　これによると、仕事をしていたいと思う年齢と類似しているが、60歳以上では「66～70歳」が増

加し、高年者の仕事への意欲がこの質問でも示されている。60歳未満でも仕事をしていたい年齢に

比べて「66～70歳」が増加している。

表７には仕事をしていたい年齢同様、年齢５歳区分と性別を示しているが、図12には性別と年齢

５歳区分を表７の「71～75歳」「76～80歳」「その他」を「70歳以上・その他」とまとめ、無回答を

表７　仕事ができると思う年齢 Ｎ（％）

合
計

６
０
歳
以
下

６
１
〜
６
５
歳

６
６
〜
７
０
歳

７
１
〜
７
５
歳

７
６
〜
８
０
歳

一
生
涯

そ
の
他

で
き
れ
ば
し
た
く
な
い

無
回
答

全体
1,138 96 448 366 90 30 38 14 43 13

100.0 8.4 39.4 32.2 7.9 2.6 3.3 1.2 3.8 1.1
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
513 69 233 131 21 11 21 8 17 2

100.0 13.5 45.4 25.5 4.1 2.1 4.1 1.6 3.3 0.4

60歳以上
622 27 214 233 69 19 17 6 26 11

100.0 4.3 34.4 37.5 11.1 3.1 2.7 1.0 4.2 1.8

仕
事
の
有
無

している
721 47 275 249 68 26 33 7 15 1

100.0 6.5 38.1 34.5 9.4 3.6 4.6 1.0 2.1 0.1

していない
404 47 171 113 20 3 5 6 28 11

100.0 11.6 42.3 28.0 5.0 0.7 1.2 1.5 6.9 2.7

性
別

男性
516 27 178 186 57 22 24 6 14 2

100.0 5.2 34.5 36.0 11.0 4.3 4.7 1.2 2.7 0.4

女性
619 69 270 178 32 8 14 8 29 11

100.0 11.1 43.6 28.8 5.2 1.3 2.3 1.3 4.7 1.8

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
230 47 100 53 9 4 8 2 6 1

100.0 20.4 43.5 23.0 3.9 1.7 3.5 0.9 2.6 0.4

55～59歳
283 22 133 78 12 7 13 6 11 1

100.0 7.8 47.0 27.6 4.2 2.5 4.6 2.1 3.9 0.4

60～64歳
361 18 145 134 23 9 9 3 18 2

100.0 5.0 40.2 37.1 6.4 2.5 2.5 0.8 5.0 0.6

65歳以上
261 9 69 99 46 10 8 3 8 9

100.0 3.4 26.4 37.9 17.6 3.8 3.1 1.1 3.1 3.4

60歳年齢区分 χ2 乗＝69.730  df＝7  p＜.01　　　仕事の有無　χ2 乗＝52.901  df＝7  p＜.01
性別　χ2 乗＝51.637  df＝7  p＜.01
年齢５歳区分　χ2 乗＝133.259  df＝21  p＜.01
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省略して示している。

【性別】

　図12には「61～65歳」と「66～70歳」の間に斜線を入れている。性別で比較すると、仕事ができ

ると思う年齢は「61～65歳」では女性が男性を大きく上回っているが、「66～70歳」では男性が女

性よりも多いなど、男性の方が年齢を高く回答している。女性は仕事をしていたい年齢を「60歳以

下」とした回答が男性と比べてかなり多い反面、70歳以上では男性が女性よりもかなり多いなどの

性別による差が認められる。

【年齢５歳区分】

５歳区分による年齢差を見ると、50～54歳の「60歳以下」の回答が顕著に多く、その分「66～70

歳」の回答が少ない。年齢が定年年齢に近づくに従い、「66～70歳」の回答が増加し、「60～64歳」

で最も高い水準に達する。

　一方、「61～65歳」まで仕事ができるとする回答は「55～59歳」を頂点として低下する。60～64

歳では「66～70歳」と同水準まで低下し、65歳以降では「66～70歳」まで仕事ができるとする回答

と逆転している。

　65歳以上になると仕事ができる年齢は更に高くなり、「66～70歳」とともに「70歳以上・その他」

が「61～65歳」に近い水準まで増加を示している。このように年齢が高くなるに従い、仕事ができ

る年齢も高くなり、定年に近づくことで仕事ができる年齢を押し上げる効果とは別に、高年者の仕

事への意欲の高さを示唆している。

図11　仕事ができると思う年齢／60歳年齢区分

60歳以下

61～65歳

66～70歳

71～75歳

76～80歳

一生涯

その他
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01020304050 0 10 20 30 40 50
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45.4

25.5

4.1

2.1

4.1

1.6

3.3

0.4

4.3

34.4

37.5

11.1

3.1

2.7

1.0

4.2

1.8

60歳未満 60歳以上
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⑵　現在の仕事の有無による差

　図13は現在仕事をしている・していないによる仕事ができると思う年齢を示している。図からも

明らかなとおり、仕事をしている・していないにより仕事ができると思う年齢に大きな差は認めら

れない。仕事をしていない人の中には定年後の人を多く含むと思われるが、仕事をしていない方が

「61～65歳」を仕事ができる年齢と回答した人が多少多く、「できればしたくない」も多少多い。一

方仕事をしている人では「66～70歳」や「70歳以上・その他」が仕事をしていないを上回っている。

このように、年齢区分では高年者の仕事への意欲が示唆されたのであるが、仕事をしていない人の

仕事への意欲は仕事している人に比べて低い傾向が認められる。

図12　仕事ができると思う年齢／性別／年齢５歳区分
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３　仕事をする場所

　仕事への意欲があれば、仕事をする場所を選ばないと思われるが、以下では仕事をする場所につ

いて得られた回答を検討する。

表８には自分の望む仕事であれば場所を選ばないのか否かへの回答を示した。合計は表７と同じ

ために省略した。また、属性の無回答も省略している。

望む仕事であれば、場所はどこでもかまわないという質問に対して、全体では表８のとおり、約

半数の回答が「そう思わない」であり、「そう思う」と回答した17.4％を大きく上回っている。

この望む仕事に関しては、第４節で自信のある仕事、したいと思う仕事として検討している。し

かし、それに該当するばかりではなく、約半数は仕事をする場所も含めて望む仕事となることを、

この回答結果が示している。仕事は、したい仕事や自信のある仕事があるだけでは条件を満たした

とは言えず、仕事をする場所も条件ということである。

図13　仕事ができると思う年齢／仕事をしている・していない

60歳以下

61～65歳

66～70歳

70歳以上・その他
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している していない
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⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　最初に、60歳未満と60歳以上の「望む仕事では場所を問わない」という意見に対する回答を比較

する。

図14のとおり、大きな違いがあるとは言い難いが、60歳未満より60歳以上の方が、望む仕事で

あっても仕事をする場所を条件とする人が多い。

　60歳未満と60歳以上に区分して比較したのは定年前後という意味での比較であるが、大きな差は

認められず、これをもう少し詳細に年齢５歳区分を用いて年齢の推移による比較と、性別による比

較を示したのが図15である。

表８　望む仕事であれば場所を問わない Ｎ（％） 　　

そう思う
どちらとも
いえない　

そう思わない 無回答

全体
198 369 558 13

17.4 32.4 49.0 1.1
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
98 178 234 3

19.1 34.7 45.6 0.6

60歳以上
99 190 323 10

15.9 30.5 51.9 1.6

仕
事
の
有
無

している
161 241 315 4

22.3 33.4 43.7 0.6

していない
33 126 236 9

8.2 31.2 58.4 2.2

性
別

男性
138 153 222 3

26.7 29.7 43.0 0.6

女性
59 216 334 10

9.5 34.9 54.0 1.6

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
41 83 104 2

17.8 36.1 45.2 0.9

55～59歳
57 95 130 1

20.1 33.6 45.9 0.4

60～64歳
59 107 191 4

16.3 29.6 52.9 1.1

65歳以上
40 83 132 6

15.3 31.8 50.6 2.3

60歳年齢区分　χ2 乗＝5.389  df＝2  p＜.10　　仕事の有無　χ2 乗＝42.105  df＝2  p＜.01
性別　χ2 乗＝57.202  df＝2  p＜.01　　年齢５歳区分はχ2 乗検定では有意とは認められない。
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【性別】

　図15では、横線を引いた部分が「望む仕事であれば場所はどこでもよい」を示している。これに

よると男女差が明確である。女性は仕事の条件として場所が大きな重みを持つようである。

【年齢５歳区分】

年齢５歳区分で年齢による大きな違いはないといえるかも知れないが、60歳以上では仕事の条

件として仕事をする場所が重みをもつようになるようである。

図14　望む仕事であれば場所はどこでもよいと思う／60歳年齢区分

図15　望む仕事であれば場所はどこでもよいと思う／年齢５歳区分



― 42 ―

⑵　現在の仕事の有無による差

　図16には現在仕事をしている・していないによる回答の違いを示した。現在仕事をしていない人

にとって、仕事の場所は重要なようである。

　以上のとおり、仕事する条件として場所が大きな位置を占めていることが分かる。特に女性と現

在仕事をしていない人、60歳以上の人には仕事をする場所が重要な条件となる。

４　仕事で重視すること

表９～11には仕事で重視することとして、責任、収入と満足感、収入と労働時間のどちらを重視

するかを示している。合計は表７と同じである。また、属性の無回答も省略している。

　表９は仕事上の責任についての質問への回答結果であるか、全体では「責任は重いが、自分で判

断で業務を行うことのできる仕事」を最も多くの人が重視している。しかし、自分の判断で仕事を

したいと思っている人の他に、「どちらともいえない」と判断を保留した人が約３割存在する。こ

のことは、自分の判断で業務ができる度合いにより、責任の軽重を判断する態度を持つ人が３割で

あることを示している。

　表10には収入と精神的な満足感との関係に関する回答を示している。これで重視されるのは、「収

入は少なくても、精神的な満足が得られる仕事」と回答した人が５割を超えており、精神的満足感

が重視される傾向が認められる。ただし、「どちらともいえない」と態度を保留した回答が責任と

同様に35.4％存在し、収入の水準により精神的満足感を重視したり、収入を重視したりする可能性

を残している人が多いことを示唆している。

　

図16　望む仕事であれば場所はどこでもよいと思う／仕事をしている・していない

そう思う

どちらともいえない
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無回答
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表９　仕事上の責任

責任の軽い
責任重いが自分
の判断でできる

どちらとも
いえない　

わからない 無回答

全体
290 459 335 35 19
25.5 40.3 29.4 3.1 1.7

６
０
年
齢
歳
区
分

60歳未満 119 207 170 16 1
23.2 40.4 33.1 3.1 0.2

60歳以上 171 250 165 18 18
27.5 40.2 26.5 2.9 2.9

仕
事
の
有
無

している
161 341 196 16 7
22.3 47.3 27.2 2.2 1.0

していない
129 110 135 18 12
31.9 27.2 33.4 4.5 3.0

性
別

男性
110 252 133 11 10
21.3 48.8 25.8 2.1 1.9

女性
180 205 202 23 9
29.1 33.1 32.6 3.7 1.5

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳 55 95 71 8 1
23.9 41.3 30.9 3.5 0.4

55～59歳 64 112 99 8 －
22.6 39.6 35.0 2.8 －

60～64歳 93 155 94 9 10
25.8 42.9 26.0 2.5 2.8

65歳以上 78 95 71 9 8
29.9 36.4 27.2 3.4 3.1

仕事の有無　χ2 乗＝43.115  df＝3  p＜.01　　性別　χ2 乗＝30.753  df＝3  p＜.01
60歳年齢区分、年齢５歳区分ともにχ2 乗検定では有意とは認められない。

表10　収入と精神的満足感

収入低い、
満足感高い

収入多い、
満足感低い

どちらとも
いえない　

わからない 無回答

全体
618 83 403 17 17
54.3 7.3 35.4 1.5 1.5

６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満 248 50 209 5 1
48.3 9.7 40.7 1.0 0.2

60歳以上 369 33 193 11 16
59.3 5.3 31.0 1.8 2.6

仕
事
の
有
無

している
386 64 259 6 6
53.5 8.9 35.9 0.8 0.8

していない
224 19 139 11 11
55.4 4.7 34.4 2.7 2.7

性
別

男性
283 47 171 5 10
54.8 9.1 33.1 1.0 1.9

女性
333 36 232 11 7
53.8 5.8 37.5 1.8 1.1

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳 107 23 98 1 1
46.5 10.0 42.6 0.4 0.4

55～59歳 141 27 111 4 －
49.8 9.5 39.2 1.4 －

60～64歳 205 24 116 8 8
56.8 6.6 32.1 2.2 2.2

65歳以上 164 9 77 3 8
62.8 3.4 29.5 1.1 3.1

60歳年齢区分　χ2 乗＝22.353  df＝3  p＜.01　　仕事の有無　χ2 乗＝12.555  df＝3  p＜.01
性別　χ2 乗＝7.012  df＝3  p＜.10　　年齢５歳区分　χ2 乗＝28.655  df＝9  p＜.01
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表11には収入と労働時間との関係に関する回答を示している。これで重視されるのは、「収入は

少ないが、労働時間が短い仕事」と回答した人が約４割であり、労働時間が重視される傾向が認め

られる。ただし、「どちらともいえない」と態度を保留した回答がこれについても４割存在し、収

入と労働時間の水準により、労働時間を重視したり、収入を重視したりすることが示唆されている。

⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　図17は仕事で重視することを60歳年齢区分で示している。

①　仕事上の責任

これに関しては60歳未満と60歳以上はほとんど同じである。つまり「自分で判断できるが責任も

重い仕事」を重視する人が多く、「どちらともいえない」「自分で判断できないが責任が軽い仕事」

はほとんど同じ水準である。ただし、60歳未満は「どちらともいえない」が60歳以上より多少多く

なり、「自分で判断できる」仕事でも責任が重すぎるのは避けたいし、「責任が軽くても自分である

程度判断できない」仕事は避けたいという意識が示されている。つまり「自分で判断できる」こと

と「責任」の軽重により「責任が重くても・・・」にもなり、「責任が軽い仕事」にもなることを

示唆している。自分で判断できることがある程度まで重視されていることを示している。

表11　収入と労働時間

収入低い、
時間短い　

収入多い、
時間長い　

どちらとも
いえない　

わからない 無回答

全体
493 127 471 20 27
43.3 11.2 41.4 1.8 2.4

６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満 187 72 241 4 9
36.5 14.0 47.0 0.8 1.8

60歳以上 306 54 229 15 18
49.2 8.7 36.8 2.4 2.9

仕
事
の
有
無

している
271 96 337 3 14
37.6 13.3 46.7 0.4 1.9

していない
215 29 130 17 13
53.2 7.2 32.2 4.2 3.2

性
別

男性
199 62 234 7 14
38.6 12.0 45.3 1.4 2.7

女性
294 65 235 12 13
47.5 10.5 38.0 1.9 2.1

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳 78 37 110 － 5
33.9 16.1 47.8 － 2.2

55～59歳 109 35 131 4 4
38.5 12.4 46.3 1.4 1.4

60～64歳 169 31 142 9 10
46.8 8.6 39.3 2.5 2.8

65歳以上 137 23 87 6 8
52.5 8.8 33.3 2.3 3.1

60歳年齢区分　χ2 乗＝29.183  df＝3  p＜.01　　仕事の有無　χ2 乗＝57.759  df＝3  p＜.01
性別　χ2 乗＝10.022  df＝3  p＜.05　　年齢５歳区分　χ2 乗＝35.501  df＝9  p＜.01



― 45 ―

②　収入と精神的満足

60歳以上は「精神的満足感」を重視し、60歳未満は「精神的満足感」を重視する回答は約５割で

あるが、「収入」によっては「精神的満足感」よりも「収入」を重視する回答（「どちらともいえな

い」）が４割であり、60歳未満は60歳以上より収入を重視する傾向を見て取れる（図17参照）。

③　収入と労働時間

これは60歳未満と60歳以上の違いが表れた。つまり図17のとおり、60歳以上は「労働時間が短い」

ことを重視し、60歳未満は「収入」を重視する傾向がある。

　以上のことから、60歳未満は自分で判断できることと収入を重視し、60歳以上は、責任が軽く、

精神的満足感があり、労働時間が短いことを重視する傾向が窺える。

【性別・年齢５歳区分】

　表９～11の年齢５歳区分と性別をグラフにより示したのが、図18～20である（無回答は省略）。

①　仕事上の責任

図18の斜線は「責任は重いが、自分で判断できる(判断重視型)」と「どちらもといえない」の

間に引いている。年齢差を見ると、「責任は重いが自分で判断できる仕事」は60～64歳まではほと

んど差が見られず、65歳以上で減少する。「責任は軽いが、自分で判断できない」(責任なし型)は

60歳から増加する。55～59歳は責任や判断できる度合で変化する「どちらともいえない」が最も多

い。

図17　仕事で重視すること／60歳年齢区分

【仕事上の責任】

責任の軽い

責任重いが自分の判断でできる

どちらともいえない

わからない

無回答

【収入と精神的満足】

収入低い、満足感高い

収入多い、満足感低い

どちらともいえない

わからない

無回答

【収入と労働時間】

収入低い、時間短い

収入多い、時間長い

どちらともいえない

わからない

無回答
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27.5
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26.5

2.9

2.9
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5.3

31.0

1.8

2.6
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36.8

2.4

2.9

60歳未満 60歳以上
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　図18の性別による比較では違いが明確で、男性は「自分で判断できること」を重視し、女性は「責

任が軽い」方を重視する傾向がある。ただし、「どちらともいえない」(責任や自分の判断の度合い

による)と態度を保留した回答は女性の方が多い。

②　収入と精神的満足

図19は収入と精神的満足感のどちらを重視するかを示している。斜線は「収入は低いが満足感は

高い」と「どちらともいえない」の間に引いている。年齢５歳区分では図のとおり、年齢が高くな

るに従い精神的満足感の重視が増加する。収入は多いが精神的満足感が低いこれと逆である。この

ように年齢が高いほど精神的満足感を重視し、年齢が低いほど収入を重視する。

　図19には性別の比較も示している。これが示すとおり、精神的満足感では性別による差はないと

いえるが、「どちらともいえない」が多い女性の方が収入を重視する傾向が見て取れる。

　図20は収入と労働時間のどちらを重視するかを示している。斜線は「どちらともいえない」と「収

入は低いが労働時間は短い」の間に引いた。これにより、年齢に関わりなく時間が長い仕事は敬遠

されることが分かる。また、年齢が高くなるほど時間が短いことを重視するという回答である。場

合により収入を重視したり、労働時間を重視したりするという「どちらともいえない」は50歳代で

は５割近くを占めて最も多いのであるが、60歳代で労働時間重視が逆転する。このように年齢では

高くなるほど労働時間を重視する傾向が強まることが分かる。

　性別では女性の方が労働時間が短いことを重視し、男性は「どちらともいえない」が多い。

図18　仕事で重視すること（責任)／性別／年齢５歳区分
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42.9

36.4

29.4
25.8

32.6 30.9
35.0
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図19　仕事で重視すること（収入と精神的満足感)／性別／年齢５歳区分

図20　仕事で重視すること（収入と時間)／性別／年齢５歳区分
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⑵　現在の仕事の有無による差

　仕事で重視することを、現在仕事をしている・していないで比較したのが、図21である。図が示

すとおり、仕事上の責任では、仕事をしている方が判断重視型、していない方が「責任が軽い」「ど

ちらともいえない」及び「判断重視型」に分散し、仕事の責任と自分で判断できることのどちらに

も回答の集中が見られない。

　収入と精神的満足感では、現在仕事をしている・していないともに精神的満足感を重視している。

　収入と労働時間では、現在仕事をしている方が「どちらともいえない」が多く、収入と労働時間

の度合いが判断基準のようであり、していない方は労働時間が短いことを重視する回答が多い。

　以上のとおり、責任と自分で判断できること、収入と精神的満足感、収入と労働時間の何を重視

するかは「どちらともいえない」が多いように、その程度が問題ということである。責任が重すぎ

るのも避けたいし、収入を犠牲にして精神的満足感を得たり労働時間を短くするにも限度があると

いうことでもある。

しかし、高年者は労働時間や精神的満足感を重視し、女性は収入重視で、男性は判断重視である

ことが分かる。

５　仕事の条件

　仕事で重視することを「責任」「自分で判断できる」「収入」「精神的満足感」「労働時間」などの

要素で比較した結果、年齢差、性別差が認められた。これらは「責任と自分で判断」「収入と精神

的満足感」「収入と労働時間」のどちらを重視するのかを質問した結果であるが、以下は、どのよ

うな条件で仕事をしたいかについて複数回答を求めた結果を示している。

　表12の全体をから、「通勤が便利」と回答した人が最も多い。次いで「福利厚生が充実（以下、

福利厚生の充実）」「よい上司や部下がいる（以下、よい上司・部下）」である。「収入が多い」は４

図21　仕事で重視すること／仕事をしている・していない

【仕事上の責任】
責任の軽い

責任重いが自分の判断でできる
どちらともいえない
わからない
無回答

【収入と精神的満足】
収入低い、満足感高い
収入多い、満足感低い
どちらともいえない
わからない
無回答

【収入と労働時間】
収入低い、時間短い
収入多い、時間長い
どちらともいえない
わからない
無回答
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番目に位置し、「勤務時間が短い」「創造性・独創性が発揮できる」「休日が多い」が続く。「収入が

多い」は３割に満たない回答で、「勤務時間が短い」と同様に「通勤が便利」「福利厚生の充実」「よ

い上司・部下」とは回答者数に開きが大きい。

　この結果から、上記の重視することとして回答を求めた「収入と労働時間」は、仕事をする条件

としては上位に位置するとはいえないようである。むしろ、上述した３で検討した「望む仕事であ

れば、仕事をする場所を選ばない」という仮定では、肯定する人が少なく、仮定は否定される結果

となったが、ここでも仕事をするには「通勤が便利」な場所が重視されることを示唆している。

　つまり、「責任」「自分で判断できる」「収入」「精神的満足感」「労働時間」は、重視される仕事

の条件としては第一位ではなく、「通勤が便利（通勤時間ではない）」「福利厚生の充実」「よい上司・

部下」が第一に重視されることが分かる。

⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　図22として、表12の60歳未満、60歳以上をグラフ化して示しているが、この60歳で区分して比較

した結果にも大きな差は認められない。ただし、現在仕事をしていると思われる60歳未満の方が、

「通勤が便利」「福利厚生の充実」「よい上司・部下」と回答した人が多くを占め、「収入が多い」に

関しても60歳以上を大きく上回っている。この点では「休日が多い」に関しても同様である。現在

仕事をしている方が、通勤の便利さ、福利厚生の充実度、上司や部下との関係をより重視し、収入

や休日も同様に重視することを示している。「実力本位の処遇や報酬」を重視する回答は60歳未満、

60歳以上ともに多くはなかった。

図22　仕事の条件／60歳年齢区分

休日が多い

よい上司や部下がいる

福利厚生が充実

勤務時間が短い
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結果がはっきりわかる

体力が必要

創造性・独創性が発揮できる

実力本位の処遇や報酬

収入が多い

できれば仕事はしたくない
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【性別・年齢５歳区分】

　図23には表12の性別と年齢５歳区分をグラフ化して示している。斜線は条件の一番手である「通

勤が便利」「よい上司や部下がいる」の間に引いている。

年齢５歳区分による年齢差では仕事の条件として重視される「通勤が便利」「福利厚生の充実」「よ

い上司・部下」は年齢が高くなるに従い低下する傾向を示している。

　図では、重視する条件としては二番手に位置すると見える「収入が多い」「休日が多い」に関し

ても同様に年齢とともに低下することが示されている。「創造性・独創性が発揮できる」や「勤務

時間が短い」は年齢による大きな差は認められない。

　性別による差に関しては、主要な仕事の条件と考えられる「通勤が便利」「福利厚生の充実」「よ

い上司・部下」を女性の方が重視することを図は示している。一方、「収入が多い」「休日が多い」「創

造性・独創性が発揮できる」については男性の方が重視する。女性は「勤務時間が短い」を重視す

るし、「できれば仕事はしたくない」も男性に比べて多い。

表12　仕事の条件（複数回答）

休
日
が
多
い

よ
い
上
司
や
部
下
が

い
る

福
利
厚
生
が
充
実

勤
務
時
間
が
短
い

昇
進
の
可
能
性
が
あ

る 通
勤
が
便
利

結
果
が
は
っ
き
り
わ

か
る

体
力
が
必
要

創
造
性
・
独
創
性
が

発
揮
で
き
る

実
力
本
位
の
処
遇
や

報
酬

収
入
が
多
い

で
き
れ
ば
仕
事
は
し

た
く
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体
228 522 528 283 75 701 185 58 237 184 312 106 31 34

20.1 46.0 46.5 24.9 6.6 61.8 16.3 5.1 20.9 16.2 27.5 9.3 2.7 3.0
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
126 263 273 130 43 332 88 20 110 79 188 39 15 8

24.6 51.3 53.2 25.3 8.4 64.7 17.2 3.9 21.4 15.4 36.6 7.6 2.9 1.6

60歳以上
102 259 255 153 32 369 97 38 127 105 124 67 16 26

16.4 41.6 41.0 24.6 5.1 59.3 15.6 6.1 20.4 16.9 19.9 10.8 2.6 4.2

仕
事
の
有
無

している
168 351 348 165 48 446 125 38 162 129 237 40 21 15

23.3 48.7 48.3 22.9 6.7 61.9 17.3 5.3 22.5 17.9 32.9 5.5 2.9 2.1

していない
58 165 173 113 25 249 54 20 73 49 73 65 10 19

14.4 40.8 42.8 28.0 6.2 61.6 13.4 5.0 18.1 12.1 18.1 16.1 2.5 4.7

性
別

男性
113 205 228 120 24 273 100 27 133 95 150 34 20 5

21.9 39.7 44.2 23.3 4.7 52.9 19.4 5.2 25.8 18.4 29.1 6.6 3.9 1.0

女性
116 316 300 163 50 427 85 31 104 89 162 72 11 29

18.7 51.1 48.5 26.2 8.1 69.0 13.7 5.0 16.8 14.4 26.2 11.6 1.8 4.7

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
69 122 123 62 25 158 43 7 52 32 91 12 7 2

30.0 53.0 53.5 27.0 10.9 68.7 18.7 3.0 22.6 13.9 39.6 5.2 3.0 0.9

55～59歳
57 141 150 68 18 174 45 13 58 47 97 27 8 6

20.1 49.8 53.0 24.0 6.4 61.5 15.9 4.6 20.5 16.6 34.3 9.5 2.8 2.1

60～64歳
71 153 156 88 19 226 56 16 70 59 79 37 10 9

19.7 42.4 43.2 24.4 5.3 62.6 15.5 4.4 19.4 16.3 21.9 10.2 2.8 2.5

65歳以上
31 106 99 65 13 143 41 22 57 46 45 30 6 17

11.9 40.6 37.9 24.9 5.0 54.8 15.7 8.4 21.8 17.6 17.2 11.5 2.3 6.5
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⑵　現在の仕事の有無による差

　仕事の条件について、現在仕事をしている・していないにより比較して示したのが図24である。

これは表12をグラフ化した結果であるが、仕事をしている人は「収入が多い」「休日が多い」、仕事

をしていない人は「勤務時間が短い」「できれば仕事はしたくない」が多いなどについて差は認め

られるが一番手の条件である「通勤が便利」「福利厚生の充実」「よい上司・部下」に関しては、仕

事をしている・していないにより大きな差は認められない。

図23　仕事の条件／性別／年齢５歳区分
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図24　仕事の条件／仕事をしている・していない
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第４節　壮・高年者の仕事への自信と自分自身の捉え方

１　自信のある仕事

　表13には自信のある仕事についての全体、60歳年齢区分、性別、年齢５歳区分別の回答を示して

いる。これによると「人と接する仕事」が４割以上を占め顕著に多い。複数回答で求めた回答であ

るが、「できれば仕事はしたくない」と「無回答」が４分の１を占める結果である。

⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　60歳で区分して自信のある仕事について表13の結果をグラフ化して比較したのが図25である。こ

れによる大きな差は認められず、60歳未満のほうが、「人と接する仕事」や「創造性・独創性が必要」

表13　自信のある仕事（複数回答）

人
と
接
す
る

体
力
が
必
要

頭
を
使
う

乗
り
物
を
使
う

責
任
が
あ
る

創
造
性
・
独
創
性

が
必
要

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
必
要

人
を
ま
と
め
る

で
き
れ
ば
仕
事
は

し
た
く
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体
476 130 189 104 192 176 79 124 172 66 113

41.8 11.4 16.6 9.1 16.9 15.5 6.9 10.9 15.1 5.8 9.9
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
230 57 100 45 89 87 40 69 70 37 35

44.8 11.1 19.5 8.8 17.3 17.0 7.8 13.5 13.6 7.2 6.8

60歳以上
246 73 89 59 102 89 39 55 102 28 77

39.5 11.7 14.3 9.5 16.4 14.3 6.3 8.8 16.4 4.5 12.4

仕
事
の
有
無

している
315 95 137 81 145 129 60 97 76 40 65

43.7 13.2 19.0 11.2 20.1 17.9 8.3 13.5 10.5 5.5 9.0

していない
155 33 48 21 44 47 17 25 95 25 48

38.4 8.2 11.9 5.2 10.9 11.6 4.2 6.2 23.5 6.2 11.9

性
別

男性
171 76 113 88 119 115 60 77 61 24 28

33.1 14.7 21.9 17.1 23.1 22.3 11.6 14.9 11.8 4.7 5.4

女性
304 54 76 15 72 61 19 47 111 41 85

49.1 8.7 12.3 2.4 11.6 9.9 3.1 7.6 17.9 6.6 13.7

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
106 27 40 15 43 37 19 28 25 20 16

46.1 11.7 17.4 6.5 18.7 16.1 8.3 12.2 10.9 8.7 7.0

55～59歳
124 30 60 30 46 50 21 41 45 17 19

43.8 10.6 21.2 10.6 16.3 17.7 7.4 14.5 15.9 6.0 6.7

60～64歳
144 37 54 32 66 53 17 26 61 18 37

39.9 10.2 15.0 8.9 18.3 14.7 4.7 7.2 16.9 5.0 10.2

65歳以上
102 36 35 27 36 36 22 29 41 10 40

39.1 13.8 13.4 10.3 13.8 13.8 8.4 11.1 15.7 3.8 15.3
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「頭を使う仕事」「人をまとめる」などに自信があると回答した人が多少多く、「できれば仕事はし

たくない」は60歳以上に多少多いという程度である。

【性別】

図26には性別と年齢５歳区分の回答を示した。性別差はかなり顕著に認められる。最も回答の多

い「人と接する仕事」では女性が約５割であり、男性は約３割である。図中の斜線は「人と接する」

と「責任のある」の間に入れているが、「責任かある仕事」は男性が23.1％であるのに対して女性

11.6％である。「独創性・創造性が必要な仕事」「頭を使う仕事」も男女間で同様の回答になっている。

「人と接する仕事」以外で女性が男性を上回るのは「できれば仕事をしたくない」である。このよ

うに性別では顕著な差が認められる。

【年齢５歳区分】

図26の斜線は全体で最も多い「人と接する」と二番目に多い「責任がある」の間に引いている。

図のとおり、年齢差では、最も多くの人が自信をもつ「人と接する仕事」は年齢が高くなるに従い

減少する。同様に「頭を使う仕事」「独創性・創造性が必要な仕事」など、多くが年齢が高くなる

に従って、または60歳代で減少を示すが、「人をまとめる仕事」は減少を示さない。このように自

信のある仕事は55～59歳で「人と接する仕事」を除き最も多くなり、以降は減少傾向を示している。

図25　自信のある仕事／60歳年齢区分
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⑵　現在の仕事の有無による差

　自信のある仕事を現在仕事をしている・していないによりまとめて示したのが図27である。これ

によると両者間で差が認められるのは「責任かある仕事」「頭を使う仕事」「独創性・創造性が必要

な仕事」「人をまとめる仕事」などで、仕事をしている人の方が自信を持つ人が多いという結果で

ある。年齢が高くなるに従い、各仕事に自信を持つ人は減少する傾向が認められたが、仕事をして

いない人は定年などで仕事を離れた人を含み年齢が高い人や女性を多く含んでいることが反映して

いると見ることもできる（表２参照）。

図26　自信のある仕事／性別／年齢５歳区分
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２　したいと思う仕事

　したいと思う仕事に関しては表14にまとめた。表14は回答選択肢が多いために二つに分割して示

している。これによると全体では「経験を活かせる仕事」が５割に近い回答になり、最も多くの人

がしたいと思っている仕事である。次いで「室内での仕事」「社会に役立つ仕事」「多様な世代と一

緒の仕事」「人と接する仕事」と続く。これらを除くとしたいと思う仕事として、あまり多くの人

が回答していない。「気楽な仕事」19.0％、「ひとりでできる仕事」16.4％、「専門的仕事」12.9％が

10％以上を示す以外は１割以下である。

　「複雑で変化に富む仕事」「新しい機械や道具を使う仕事」「経験のない仕事」「能力をためす機会

の多い仕事」などの創意工夫やある程度の努力や学習が必要となるであろう仕事に関しては回答が

少なかった。また、自信のある仕事として最も多かった「人と接する仕事」も、したいと回答した

のは２割程度である。

図27　自信のある仕事／仕事をしている・していない
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表14　したいと思う仕事（複数回答）

気
楽
な
仕
事

人
と
接
す
る
仕
事

多
様
な
世
代
と
一
緒
の
仕
事

同
世
代
と
一
緒
の
仕
事

複
雑
で
変
化
に
富
む
仕
事

室
内
で
の
仕
事

室
外
で
の
仕
事

社
会
に
役
立
つ
仕
事

乗
り
物
に
か
か
わ
る
仕
事

新
し
い
こ
と
に
か
か
わ
る
仕
事

人
を
管
理
す
る
仕
事

全体
216 269 342 86 44 368 78 350 44 90 18

19.0 23.6 30.1 7.6 3.9 32.3 6.9 30.8 3.9 7.9 1.6

６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
92 117 164 25 26 175 28 172 24 56 7

17.9 22.8 32.0 4.9 5.1 34.1 5.5 33.5 4.7 10.9 1.4

60歳以上
123 152 178 61 18 193 50 178 20 34 11

19.8 24.4 28.6 9.8 2.9 31.0 8.0 28.6 3.2 5.5 1.8

仕
事
の
有
無

している
136 188 220 43 32 206 55 238 36 71 10

18.9 26.1 30.5 6.0 4.4 28.6 7.6 33.0 5.0 9.8 1.4

していない
77 77 117 41 12 157 22 108 7 18 8

19.1 19.1 29.0 10.1 3.0 38.9 5.4 26.7 1.7 4.5 2.0

性
別

男性
113 91 135 29 29 97 56 162 41 50 16

21.9 17.6 26.2 5.6 5.6 18.8 10.9 31.4 7.9 9.7 3.1

女性
102 177 207 57 15 271 22 188 2 40 2

16.5 28.6 33.4 9.2 2.4 43.8 3.6 30.4 0.3 6.5 0.3

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
44 52 69 11 10 85 10 76 8 29 －

19.1 22.6 30.0 4.8 4.3 37.0 4.3 33.0 3.5 12.6 －

55～59歳
48 65 95 14 16 90 18 96 16 27 7

17.0 23.0 33.6 4.9 5.7 31.8 6.4 33.9 5.7 9.5 2.5

60～64歳
75 93 97 28 13 114 33 105 10 26 3

20.8 25.8 26.9 7.8 3.6 31.6 9.1 29.1 2.8 7.2 0.8

65歳以上
48 59 81 33 5 79 17 73 10 8 8

18.4 22.6 31.0 12.6 1.9 30.3 6.5 28.0 3.8 3.1 3.1
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⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　年齢60歳区分で60歳未満と60歳以上を比較してもほとんど差は認められない。「複雑で変化に富

む仕事」「新しい機械や道具を使う仕事」「経験のない仕事」「能力をためす機会の多い仕事」など

の創意工夫やある程度の努力や学習が必要となるであろう仕事に関しては、60歳未満の方が多少

多いが、両者共に消極的であり、経験を優先する傾向が強いことが分かる。

表14　したいと思う仕事（複数回答／続き）

経
験
を
活
か
せ
る
仕
事

経
験
の
な
い
仕
事

能
力
を
た
め
す
機
会
の
多
い
仕
事

ひ
と
り
で
で
き
る
仕
事

専
門
的
仕
事

新
し
い
機
械
や
道
具
を
使
う
仕
事

自
営
の
仕
事

で
き
れ
ば
仕
事
は
し
た
く
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体
529 100 102 187 147 56 99 105 22 27

46.5 8.8 9.0 16.4 12.9 4.9 8.7 9.2 1.9 2.4

６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
244 55 55 87 84 28 41 42 9 7

47.6 10.7 10.7 17.0 16.4 5.5 8.0 8.2 1.8 1.4

60歳以上
285 44 45 100 63 28 58 63 13 20

45.8 7.1 7.2 16.1 10.1 4.5 9.3 10.1 2.1 3.2

仕
事
の
有
無

している
364 66 81 115 112 42 82 40 15 14

50.5 9.2 11.2 16.0 15.5 5.8 11.4 5.5 2.1 1.9

していない
159 32 21 71 35 14 14 64 7 13

39.4 7.9 5.2 17.6 8.7 3.5 3.5 15.8 1.7 3.2

性
別

男性
273 49 62 87 82 40 63 39 11 9

52.9 9.5 12.0 16.9 15.9 7.8 12.2 7.6 2.1 1.7

女性
256 51 39 100 65 16 36 66 11 18

41.4 8.2 6.3 16.2 10.5 2.6 5.8 10.7 1.8 2.9

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
103 29 30 42 43 12 21 11 6 4

44.8 12.6 13.0 18.3 18.7 5.2 9.1 4.8 2.6 1.7

55～59歳
141 26 25 45 41 16 20 31 3 3

49.8 9.2 8.8 15.9 14.5 5.7 7.1 11.0 1.1 1.1

60～64歳
170 32 30 63 42 17 39 38 7 3

47.1 8.9 8.3 17.5 11.6 4.7 10.8 10.5 1.9 0.8

65歳以上
115 12 15 37 21 11 19 25 6 17

44.1 4.6 5.7 14.2 8.0 4.2 7.3 9.6 2.3 6.5
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【性別】

図29には性別のしたいと思う仕事への回答を示した。性別差はかなり顕著に認められる。全体で

は最も回答の多い「人と接する仕事」に自信を持つ女性が約５割であったが、したい仕事では３割

未満が回答したにとどまり、「室内での仕事」が最も多い回答である。男性も同様に、自信のある

仕事では約３割の回答を得たが、したい仕事では２割未満の回答に低下している。男性では「経験

を活かせる仕事」が最も多い回答で５割を超えている。女性もこの回答は多く「室内での仕事」と

同水準で多い。このように性別での差が大きいこととと、自信のある仕事が必ずしもしたい仕事で

はないことが示唆されるとともに、経験を優先する面が強い。

したい仕事で回答が多い順に並べると、女性は上記の「室内での仕事」「経験を活かせる仕事」「多

様な世代と一緒の仕事」「社会に役立つ仕事」「人と接する仕事」の順で、回答が２割を超えている。

男性は「経験を活かせる仕事」「社会に役立つ仕事」「多様な世代と一緒の仕事」「気楽な仕事」の

順で回答が２割を超えている。

２割を超えた回答の中では、男性の場合は「経験を活かせる仕事」に回答が集中し、「社会に役

立つ仕事」を除き、他の回答の多くが女性を下回っている。女性は「多様な世代と一緒の仕事」「社

会に役立つ仕事」「人と接する仕事」など、人との関わりの多い仕事をしたい傾向が認められ、男

性との違いが示唆されている。

「複雑で変化に富む仕事」「新しい機械や道具を使う仕事」「経験のない仕事」「能力をためす機会

の多い仕事」などの創意工夫やある程度の努力や学習が必要となるであろう仕事には男性の回答が

多少多いが性別では大きな差が認められない。

図28　したいと思う仕事／60歳年齢区分
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【年齢５歳区分】

図30に示すように、これまでの結果のとおり、最も多くの人が自信をもつ「人と接する仕事」は、

したい仕事として第一番目に位置づけられず、「経験を活かせる仕事」が最も多い回答である。

年齢区分で見ても、「経験を活かせる仕事」に続いて多いのは、３割あるいはそれに近い回答が

得られた「室内での仕事」「社会に役立つ仕事」「多様な世代と一緒の仕事」などであり、２割台の

回答の「人と接する仕事」が続く。これらの仕事間で年齢区分による差は大きくはないが、個々に

は、「室内での仕事」では年齢が高くなるに従い減少したり、「社会に役立つ仕事」のように55～59

歳が最も多くなる仕事や、「専門的仕事」は年齢が低いほど回答が多く、「同一世代と一緒の仕事」

は年齢が高いほど回答が多いなどの仕事もある。

図29　したいと思う仕事／性別
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⑵　現在の仕事の有無による差

図31には、現在仕事をしている・していないに分けて、したいと思う仕事の回答をまとめている。

これによると、現在仕事をしていない人は「経験を活かせる仕事」と同じ程度に「室内での仕事」

をしたいと回答している。また、「多様な世代と一緒の仕事」も３割近い回答がある。さらに「社

会に役立つ仕事」「人と接する仕事」「気楽な仕事」が続く。

現在仕事をしている人は「「経験を活かせる仕事」が約５割と顕著に多く、「社会に役立つ仕事」「多

様な世代と一緒の仕事」「室内での仕事」「人と接する仕事」が２～３割以上である。

　この中で、顕著な差を認められるのは「経験を活かせる仕事」「室内での仕事」であり、仕事を

している・していないの間で、したい仕事に関しても多少ので違いはある。また、「新しいことに

かかわる仕事」「能力をためす機会の多い仕事」などの創意工夫やある程度の努力や学習が必要と

なるであろう仕事には、仕事をしている方の回答が多いなど、個々には違いが認められる。

図30　したいと思う仕事／年齢５歳区分
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３　自分自身の捉え方

　表15には自分自信の捉え方についての回答結果を全体、60歳年齢区分、仕事の有無、性別、年齢

５歳区分にまとめて示した。なお、回答選択肢が多いために表を分割して示している。

　仕事の満足度に関しての質問はしていないし、この結果と満足度との関連を検討する訳ではない

が、報酬や職種、勤務時間や能力評価・成果などともに自分自身の捉え方は仕事の満足度や意欲に

関わる要因と位置づけて質問した。

　表15に示すとおり、全体の回答では「人との和が保てる」「責任感が強い」が５割を超えている。

「生活を楽しんでいる」「忍耐力がある」「目標に向け努力できる」が４割台である。これら５つ以

外は開きが大きく、「生活に満足している」が25.7％で、「意志が強い」が２割、「積極的」が17.1％

などが続いて多い回答である。

　自分自身の捉え方としては、概ね「人との和が保てる」「責任感が強い」「生活を楽しんでいる」「忍

耐力がある」「目標に向け努力できる」に集約できる。

図31　したいと思う仕事／仕事をしている・していない
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表15　自分自身の捉え方（複数回答）

責
任
感
が
強
い

積
極
的

な
に
ご
と
に
も
自
信
が
あ
る

目
標
に
向
け
努
力
で
き
る

生
活
に
満
足
し
て
い
る

意
志
が
強
い

忍
耐
力
が
あ
る

生
活
を
楽
し
ん
で
い
る

全体
611 195 34 489 293 231 490 500

53.7 17.1 3.0 43.0 25.7 20.3 43.1 43.9
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
281 87 18 214 122 99 222 200

54.8 17.0 3.5 41.7 23.8 19.3 43.3 39.0

60歳以上
329 106 16 275 171 131 268 299

52.9 17.0 2.6 44.2 27.5 21.1 43.1 48.1

仕
事
の
有
無

している
406 141 26 324 156 158 319 300

56.3 19.6 3.6 44.9 21.6 21.9 44.2 41.6

していない
196 49 7 158 132 68 163 192

48.5 12.1 1.7 39.1 32.7 16.8 40.3 47.5

性
別

男性
268 93 21 230 118 113 212 198

51.9 18.0 4.1 44.6 22.9 21.9 41.1 38.4

女性
342 101 13 258 175 117 277 300

55.3 16.3 2.1 41.7 28.3 18.9 44.7 48.5

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
126 34 7 88 49 43 95 94

54.8 14.8 3.0 38.3 21.3 18.7 41.3 40.9

55～59歳
155 53 11 126 73 56 127 106

54.8 18.7 3.9 44.5 25.8 19.8 44.9 37.5

60～64歳
193 50 9 157 86 71 157 167

53.5 13.9 2.5 43.5 23.8 19.7 43.5 46.3

65歳以上
136 56 7 118 85 60 111 132

52.1 21.5 2.7 45.2 32.6 23.0 42.5 50.6
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表15　自分自身の捉え方（複数回答／続き）

社
会
に
役
立
っ
て
い
る

人
に
自
慢
で
き
る
こ
と
が
あ
る

人
と
の
和
が
保
て
る

創
造
性
や
独
創
性
が
あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体
110 103 615 131 11 72 15

9.7 9.1 54.0 11.5 1.0 6.3 1.3
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
51 51 289 60 8 35 4

9.9 9.9 56.3 11.7 1.6 6.8 0.8

60歳以上
58 52 325 71 3 37 11

9.3 8.4 52.3 11.4 0.5 5.9 1.8

仕
事
の
有
無

している
82 70 407 92 8 39 4

11.4 9.7 56.4 12.8 1.1 5.4 0.6

していない
27 30 200 37 3 33 11

6.7 7.4 49.5 9.2 0.7 8.2 2.7

性
別

男性
62 60 246 80 6 40 3

12.0 11.6 47.7 15.5 1.2 7.8 0.6

女性
47 43 368 51 5 32 12

7.6 6.9 59.5 8.2 0.8 5.2 1.9

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
14 18 121 26 2 16 1

6.1 7.8 52.6 11.3 0.9 7.0 0.4

55～59歳
37 33 168 34 6 19 3

13.1 11.7 59.4 12.0 2.1 6.7 1.1

60～64歳
32 28 190 42 3 21 4

8.9 7.8 52.6 11.6 0.8 5.8 1.1

65歳以上
26 24 135 29 － 16 7

10.0 9.2 51.7 11.1 － 6.1 2.7
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⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　図32は60歳年齢区分でまとめた自分自身捉え方を示しているが、「生活を楽しんでいる」につい

て、60歳以上が多く回答している以外は60歳区分の年齢による差は認められない。

【性別】

　図33の斜線は「責任感が強い」と「人との和が保てる」の間に引いている。自分自身の捉え方に

ついて全体、性別、年齢５歳区分について表15をグラフに示した。図33のとおり、性別では「人と

の和が保てる」「責任感が強い」「生活を楽しんでいる」「忍耐力がある」「目標に向け努力できる」

という、全体では回答の多い自分自身の捉え方に差が認められる。「人との和が保てる」「責任感が

強い」「生活を楽しんでいる」「忍耐力がある」は女性が男性を上回り、「目標に向け努力できる」

のみ男性が多いという結果である。特に「人との和が保てる」「生活を楽しんでいる」は男性を大

きく上回っている。これら以外に、少ない回答でも大きな差を示しているのは、「生活に満足して

いる」は女性が多く、「創造性や独創性がある」は男性が多いなどである。他の回答では男性が女

性を上回る回答が得られた。

図32　自分自身の捉え方／60歳年齢区分
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人に自慢できることがある

人との和が保てる

創造性や独創性がある

その他
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【年齢５歳区分】

　図33に示したとおり、年齢５歳区分では「人との和が保てる」「責任感が強い」「生活を楽しんで

いる」「忍耐力がある」という全体では回答上位の自分自身の捉え方の中で、「人との和が保てる」

と「生活を楽しんでいる」に関しては55～59歳のみに差が認められる。他の「責任感が強い」「忍

耐力がある」「目標に向け努力できる」には年齢に伴う変化もなく、大きな差が認められない。こ

れらの他では、年齢に伴い増加を示しているのは「生活に満足している」「積極的」「社会に役立っ

ている」「人に自慢できることがある」である。「創造性や独創性がある」や「意志が強い」は年齢

による変化は認められない。

図33　自分自身の捉え方／性別／年齢５歳区分
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⑵　現在の仕事の有無による差

　現在仕事をしている・していないによる大きな差は認められない。その中で、仕事をしていない

人は「生活を楽しんでいる」「生活に満足している」が現在仕事をしている人よりも多く、仕事を

していない人を定年後とすると、定年後の生活満足度が高いようである。

図34　自分自身の捉え方／仕事をしている・していない
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第５節　仕事以外の活動

１　普段の生活でしたいと思うこと

　仕事以外の活動では、60歳以上または定年後の仕事をしていない人の方が活動をしていると考

えられるが、どのような活動したいと思っているかについて表16に二つに分割して示した。

表16　普段の生活でしたいと考えていること（複数回答）

人
と
の
つ
き
合
い

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ

旅
行
や
お
い
し
い
食
事

宗
教
・
信
仰
活
動

仕
事

仕
事
や
生
活
で
生
涯
現
役
を
通
す

家
族
と
一
緒
の
時
間
を
大
切
に

住
ん
で
い
る
地
域
に
貢
献

地
域
の
生
活
・
文
化
の
継
承

近
所
の
人
と
の
相
互
交
流

全体
389 622 637 56 166 232 494 244 66 242

34.2 54.7 56.0 4.9 14.6 20.4 43.4 21.4 5.8 21.3
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
164 300 322 26 94 112 238 93 34 82

32.0 58.5 62.8 5.1 18.3 21.8 46.4 18.1 6.6 16.0

60歳以上
225 321 315 29 72 119 255 151 31 160

36.2 51.6 50.6 4.7 11.6 19.1 41.0 24.3 5.0 25.7

仕
事
の
有
無

している
237 394 418 31 135 191 317 160 49 141

32.9 54.6 58.0 4.3 18.7 26.5 44.0 22.2 6.8 19.6

していない
147 220 212 24 27 36 170 78 13 97

36.4 54.5 52.5 5.9 6.7 8.9 42.1 19.3 3.2 24.0

性
別

男性
137 301 245 16 73 114 211 119 34 91

26.6 58.3 47.5 3.1 14.1 22.1 40.9 23.1 6.6 17.6

女性
251 319 391 39 92 117 281 125 31 150

40.5 51.5 63.2 6.3 14.9 18.9 45.4 20.2 5.0 24.2

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
75 134 149 15 40 48 110 36 20 36

32.6 58.3 64.8 6.5 17.4 20.9 47.8 15.7 8.7 15.7

55～59歳
89 166 173 11 54 64 128 57 14 46

31.4 58.7 61.1 3.9 19.1 22.6 45.2 20.1 4.9 16.3

60～64歳
121 189 189 15 43 75 146 80 16 83

33.5 52.4 52.4 4.2 11.9 20.8 40.4 22.2 4.4 23.0

65歳以上
104 132 126 14 29 44 109 71 15 77

39.8 50.6 48.3 5.4 11.1 16.9 41.8 27.2 5.7 29.5
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　したいと思っている活動は「自分の時間を楽しむ」「旅行やおいしい食事」「趣味・スポーツ」「家

族と一緒の時間を大切に」「子や孫の成長を見守る」が上位であり５～４割以上が回答した。これ

らの上位の次に位置する、したいと思うこととは開があり、回答がこれら上位に集中している点か

ら、したいと思うことは多くの人に共通しているといえる。その二番目に位置するのは「人とのつ

き合い」「ボランティア活動・社会貢献」「住んでいる地域に貢献」「近所の人との相互交流」「仕事

や生活で生涯現役を通す」であり、「人とのつき合い」は３割台であるが、他は約２割程度の回答

である。このように、したいと思うことに関する回答は、上述した自分自身の捉え方同様に上位と

その他に分かれている。

表16　普段の生活でしたいと考えていること（複数回答／続き）

仲
間
を
増
や
す

子
や
孫
の
成
長
を
見
守
る

孤
立
し
が
ち
な
人
を
見
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
社
会
貢
献

自
分
の
時
間
を
楽
し
む

人
や
物
の
世
話
に
な
ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体
145 478 86 261 654 156 12 16 7

12.7 42.0 7.6 22.9 57.5 13.7 1.1 1.4 0.6
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
67 198 37 114 315 60 4 6 －

13.1 38.6 7.2 22.2 61.4 11.7 0.8 1.2 －

60歳以上
78 280 49 146 339 95 8 10 7

12.5 45.0 7.9 23.5 54.5 15.3 1.3 1.6 1.1

仕
事
の
有
無

している
98 305 48 163 411 83 8 6 3

13.6 42.3 6.7 22.6 57.0 11.5 1.1 0.8 0.4

していない
44 166 35 94 237 72 4 10 4

10.9 41.1 8.7 23.3 58.7 17.8 1.0 2.5 1.0

性
別

男性
61 193 20 107 271 60 5 8 4

11.8 37.4 3.9 20.7 52.5 11.6 1.0 1.6 0.8

女性
84 284 66 153 382 95 7 8 3

13.6 45.9 10.7 24.7 61.7 15.3 1.1 1.3 0.5

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
31 94 14 47 147 21 3 2 －

13.5 40.9 6.1 20.4 63.9 9.1 1.3 0.9 －

55～59歳
36 104 23 67 168 39 1 4 －

12.7 36.7 8.1 23.7 59.4 13.8 0.4 1.4 －

60～64歳
46 165 26 79 209 54 4 6 1

12.7 45.7 7.2 21.9 57.9 15.0 1.1 1.7 0.3

65歳以上
32 115 23 67 130 41 4 4 6

12.3 44.1 8.8 25.7 49.8 15.7 1.5 1.5 2.3



― 70 ―

⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　図35には普段したいと思っていることを60歳未満と60歳以上に区分して示している。以下の図で

は「その他」「特にない」「無回答」は省略した。

　図から明らかなとおり、両者に大きな差は認められないが、したいと思うことの上位である「自

分の時間を楽しむ」「旅行やおいしい食事」「趣味・スポーツ」では60歳未満が60歳以上を上回り、

「家族と一緒の時間を大切に」「子や孫の成長を見守る」では60歳以上が60歳未満を上回っている。

二番目に多かった「人とのつき合い」「ボランティア活動・社会貢献」「住んでいる地域に貢献」「近

所の人との相互交流」では60歳以上が60歳未満を上回り、「仕事や生活で生涯現役を通す」は60歳

未満が60歳以上を上回っているなどの多少の差が認められる。60歳以上の関心は居住している地

域に向けられている傾向があるとともに、「自分の時間を楽しむ」「仕事や生活で生涯現役を通す」

では60未満の方が回答が多いのは注目される。

【性別】

　図36のとおり、性別の差は大きいといえる。「自分の時間を楽しむ」「旅行やおいしい食事」「趣味・

スポーツ」「家族と一緒の時間を大切に」「子や孫の成長を見守る」の回答が多いのは両者とも同様

であるが、女性では「旅行やおいしい食事」「自分の時間を楽しむ」が６割を超え、男性を大きく

上回る。また、「家族と一緒の時間を大切に」「子や孫の成長を見守る」とともに「人とのつき合い」

「近所の人との相互交流」など、家族や人との交流、つき合いに志向性が強い。一方、男性は「趣

図35　普段したいと思うことを／60歳年齢区分

人とのつき合い
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味スポーツ」である。かつて（現在も）、男女共同参画が問われた時に男は遊び、女は家事育児と

典型的な時間の使い方の違いが指摘されているが、そのような傾向が認められる。

【年齢５歳区分】

　図37は年齢５歳区分の普段したいと思うことを示している。図の斜線の部分は50～54歳で上位の

「自分の時間を楽しむ」「旅行やおいしい食事」「趣味・スポーツ」「家族と一緒の時間を大切に」「子

や孫の成長を見守る」に65歳以上で多い「人とのつき合い」を加えた６つを示している。年齢が高

くなるほど「旅行やおいしい食事」「自分の時間を楽しむ」「趣味・スポーツ」は減少傾向を示し、

「人とのつき合い」「子や孫の成長を見守る」は増加傾向を示している。「家族と一緒の時間を大切に」

はほぼ横ばいで変化が小さい。

　これら上位の普段したいと思うこと以外では、「近所の人との相互交流」「住んでいる地域に貢献」

「人や物の世話にならない」が年齢が高くなるに従い増加し、「ボランティア活動・社会貢献」は65

歳以上で増加する傾向がある。「仕事」は年齢が高くなるに従い減少傾向を示す。他は変化が小さい。

このように、普段したいと思うことは年齢とともに変化し、年齢が高くなるに従い、家族、居住

地域、近所の人などの人との関係に関心が向く傾向を認めることができるが、一方で高齢者の生活

満足度の構成要素とされる「生涯現役」「人や物の世話にならない」「自分の時間を楽しむ」に関し

ては、上位に位置する「自分の時間を楽しむ」を除き上位にはない。

図36　普段したいと思うこと／性別
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⑵　現在の仕事の有無による差

　図39により、現在仕事をしている・していないで比較すると、仕事をしている人は「旅行やおい

しい食事」「家族と一緒の時間を大切に」「仕事や生活で生涯現役を通す」が、仕事をしていない人

を上回り、これら以外は仕事をしていない人と大差が認められない。

図37　普段したいと思うこと／年齢５歳区分
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２　参加していたり役員をしている活動

　表17は現在参加している団体や役員などの活動を示している（表は２つに分割）。表のとおり、

全体では「特にない」が４割以上で顕著に多く、これ以外では「町内自治会」「趣味の同好会」が

10％を超えているのみである。他は「町内自治会役員」が５％を超えてるのを除き、５％にも満た

ない。上述した、したいこととの不一致が示唆されている。

図38　普段したいと思うこと／仕事をしている・していない
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地域の生活・文化の継承

近所の人との相互交流

仲間を増やす

子や孫の成長を見守る

孤立しがちな人を見守る

ボランティア活動・社会貢献

自分の時間を楽しむ

人や物の世話にならない

0204060 0 20 40 60

32.9

54.6

58.0

4.3

18.7

26.5

44.0

22.2

6.8

19.6

13.6

42.3

6.7

22.6

57.0

11.5

36.4

54.5

52.5

5.9

6.7

8.9

42.1

19.3

3.2

24.0

10.9

41.1

8.7

23.3

58.7

17.8

している していない



― 74 ―

表17　参加していたり役員をしている団体や活動（複数回答）

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

民
生
・
児
童
委
員

老
人
ク
ラ
ブ

町
内
自
治
会

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

趣
味
の
同
好
会

Ｐ
Ｔ
Ａ

福
祉
協
力
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

全体
24 11 16 216 22 187 13 13 56

2.1 1.0 1.4 19.0 1.9 16.4 1.1 1.1 4.9
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
9 3 4 83 8 65 11 5 19

1.8 0.6 0.8 16.2 1.6 12.7 2.1 1.0 3.7

60歳以上
15 8 12 133 14 121 2 8 36

2.4 1.3 1.9 21.4 2.3 19.5 0.3 1.3 5.8

仕
事
の
有
無

している
16 3 7 131 13 96 10 5 28

2.2 0.4 1.0 18.2 1.8 13.3 1.4 0.7 3.9

していない
8 8 8 79 9 90 3 8 28

2.0 2.0 2.0 19.6 2.2 22.3 0.7 2.0 6.9

性
別

男性
14 2 5 87 9 69 7 3 19

2.7 0.4 1.0 16.9 1.7 13.4 1.4 0.6 3.7

女性
10 9 11 129 13 117 6 10 36

1.6 1.5 1.8 20.8 2.1 18.9 1.0 1.6 5.8

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
5 2 － 41 2 26 9 1 9

2.2 0.9 － 17.8 0.9 11.3 3.9 0.4 3.9

55～59歳
4 1 4 42 6 39 2 4 10

1.4 0.4 1.4 14.8 2.1 13.8 0.7 1.4 3.5

60～64歳
8 5 2 71 9 57 0 6 17

2.2 1.4 0.6 19.7 2.5 15.8 0.0 1.7 4.7

65歳以上
7 3 10 62 5 64 2 2 19

2.7 1.1 3.8 23.8 1.9 24.5 0.8 0.8 7.3
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⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

　図39に示した60歳年齢区分で活動を見ると、「町内自治会」「趣味の同好会」も含め、すべての活

動で60歳以上の方が活動していることが分かる。

表17　参加していたり役員をしている団体や活動（複数回答／続き）

地
域
の
同
好
会

会
社
の
Ｏ
Ｂ
会

公
的
な
生
涯
学
習

そ
の
他

特
に
な
い

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員

町
内
自
治
会
役
員

老
人
ク
ラ
ブ
役
員

無
回
答

全体
51 50 20 60 508 8 12 90 1 130

4.5 4.4 1.8 5.3 44.6 0.7 1.1 7.9 0.1 11.4
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
20 6 8 32 273 3 4 31 1 46

3.9 1.2 1.6 6.2 53.2 0.6 0.8 6.0 0.2 9.0

60歳以上
31 43 12 28 235 5 8 59 － 83

5.0 6.9 1.9 4.5 37.8 0.8 1.3 9.5 － 13.3

仕
事
の
有
無

している
31 27 9 42 350 6 9 62 1 83

4.3 3.7 1.2 5.8 48.5 0.8 1.2 8.6 0.1 11.5

していない
19 22 11 17 157 2 3 28 － 45

4.7 5.4 2.7 4.2 38.9 0.5 0.7 6.9 － 11.1

性
別

男性
33 38 4 36 233 4 9 49 － 57

6.4 7.4 0.8 7.0 45.2 0.8 1.7 9.5 － 11.0

女性
18 11 16 24 274 4 3 41 1 73

2.9 1.8 2.6 3.9 44.3 0.6 0.5 6.6 0.2 11.8

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
7 1 2 13 122 2 － 15 － 21

3.0 0.4 0.9 5.7 53.0 0.9 － 6.5 － 9.1

55～59歳
13 5 6 19 151 1 4 16 1 25

4.6 1.8 2.1 6.7 53.4 0.4 1.4 5.7 0.4 8.8

60～64歳
13 20 6 16 154 4 7 27 － 46

3.6 5.5 1.7 4.4 42.7 1.1 1.9 7.5 － 12.7

65歳以上
18 23 6 12 81 1 1 32 － 37

6.9 8.8 2.3 4.6 31.0 0.4 0.4 12.3 － 14.2
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【性別】

　図40の性別で活動を見ると、５％を超えている活動で女性の方が多いのは「町内自治会」「趣味

の同好会」「ＮＰＯやボランティア」であり、男性が多いのは「地域の同好会」「会社のＯＢ会」「町

内自治会役員」である。

　上述した、地域への貢献、ボランティア活動や社会貢献などの「したいと思うこと」と現実は異

図39　参加したり役員をしている活動／60歳年齢区分
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なるようである。

【年齢５歳区分】

　図41から、「特にない」が年齢が高くなるに従い減少することが分かる。また、「町内自治会」「趣

味の同好会」の他、活動している人が１割に満たないが、「地域の同好会」「町内自治会役員」「Ｎ

ＰＯやボランティア」「会社のＯＢ会」「まちづくり協議会役員」は年齢が高くなるに従い増加する。

これらの他は活動している人が５％に満たない。

図41　参加したり役員をしている活動／年齢５歳区分
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⑵　現在の仕事の有無による差

　図42は現在仕事をしている・していないによる比較を示している。これによると、仕事をしてい

ない人の方が活動をしている傾向が認められる。５％以上が活動しているのは「趣味の同好会」「町

内自治会」「町内自治会役員」「ＮＰＯやボランティア」などであるが、「町内自治会役員」を除き

仕事していない人の方が活動している人が多い。

３　仕事以外でしてみたいと思う活動

　表18は、仕事以外でしてみたいと思う活動を２つに分割して示している。２割を超えているした

みたいと思う活動は「自然環境の保全」「地域の相互支援、安心・安全」「健康づくり・介護予防」

である。１割台では「美化や清掃」「教育や生涯学習」「子育て支援」「地域づくりに関する活動」「高

齢者や障害のある人支援」「食生活改善」などであるが、普段したいと思うことほどに多くの人が

回答した活動はない。

図42　参加したり役員をしている活動／仕事をしている・していない

まちづくり協議会

民生・児童委員

老人クラブ

町内自治会

地区社会福祉協議会

趣味の同好会

PTA

福祉協力員

NPOやボランティア

地域の同好会

会社のOB会

公的な生涯学習

その他

特にない

まちづくり協議会の役員

地区社会福祉協議会の役員

町内自治会役員

老人クラブ役員

無回答
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表18　したいと思う活動（複数回答）

地
域
づ
く
り
に

関
す
る
活
動

健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防

高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
支
援

子
育
て
支
援

防
犯
や
防
災

美
化
や
清
掃

教
育
や
生
涯
学
習

全体
154 246 147 154 91 193 173

13.5 21.6 12.9 13.5 8.0 17.0 15.2
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
69 96 62 66 39 70 93

13.5 18.7 12.1 12.9 7.6 13.6 18.1

60歳以上
85 149 84 88 52 123 80

13.7 24.0 13.5 14.1 8.4 19.8 12.9

仕
事
の
有
無

している
98 149 88 92 65 122 111

13.6 20.7 12.2 12.8 9.0 16.9 15.4

していない
52 93 58 61 26 69 61

12.9 23.0 14.4 15.1 6.4 17.1 15.1

性
別

男性
87 87 46 31 72 99 76

16.9 16.9 8.9 6.0 14.0 19.2 14.7

女性
67 158 100 123 19 94 97

10.8 25.5 16.2 19.9 3.1 15.2 15.7

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
28 43 32 35 17 29 42

12.2 18.7 13.9 15.2 7.4 12.6 18.3

55～59歳
41 53 30 31 22 41 51

14.5 18.7 10.6 11.0 7.8 14.5 18.0

60～64歳
52 83 50 53 29 61 50

14.4 23.0 13.9 14.7 8.0 16.9 13.9

65歳以上
33 66 34 35 23 62 30

12.6 25.3 13.0 13.4 8.8 23.8 11.5
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⑴　年齢及び性別の差

【60歳年齢区分】

図43には60歳で区分して仕事以外でしてみたい活動を示している。これによると60歳未満と60歳

以上で差が大きいのは「地域の相互支援、安心・安全」「健康づくり・介護予防」「美化や清掃」で

ある。「教育や生涯学習」は60歳未満が多いのを除くいて、他の活動では大差がない。「自然環境の

保全」に関しては両者共に２割以上が回答しているが、地域の安心安全のための「防犯・防災」に

関しては両者共に活動してみたい人は少ない。

表18　したいと思う活動（複数回答／続き）

自
然
環
境
の
保
全

食
生
活
改
善

男
女
共
同
参
画

地
域
の
相
互
支
援
、

安
心
・
安
全

そ
の
他

無
回
答

全体
301 132 47 247 59 193

26.4 11.6 4.1 21.7 5.2 17.0
６
０
歳
年
齢
区
分

60歳未満
138 63 25 84 34 92

26.9 12.3 4.9 16.4 6.6 17.9

60歳以上
161 68 21 163 25 101

25.9 10.9 3.4 26.2 4.0 16.2

仕
事
の
有
無

している
212 79 29 155 43 122

29.4 11.0 4.0 21.5 6.0 16.9

していない
83 52 18 90 16 69

20.5 12.9 4.5 22.3 4.0 17.1

性
別

男性
186 26 23 114 28 72

36.0 5.0 4.5 22.1 5.4 14.0

女性
114 105 23 133 31 120

18.4 17.0 3.7 21.5 5.0 19.4

年
齢
５
歳
区
分

50～54歳
54 30 11 29 15 47

23.5 13.0 4.8 12.6 6.5 20.4

55～59歳
84 33 14 55 19 45

29.7 11.7 4.9 19.4 6.7 15.9

60～64歳
95 34 12 86 15 58

26.3 9.4 3.3 23.8 4.2 16.1

65歳以上
66 34 9 77 10 43

25.3 13.0 3.4 29.5 3.8 16.5
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【性別】

仕事以外でしてみたい活動を性別で示したのが、図44である。これによると性別で大きな差が認

められる。最も大きな差を示しているのは「防犯や防災」「自然環境の保全」「子育て支援」「食生

活改善」などである。この中で、男性が多い活動は「防犯や防災」「自然環境の保全」であり、女

性が多いしてみ活動は「子育て支援」「食生活改善」である。このように生活に密着した活動を回

答しているが、性別により関心は大きく異なっていることが分かる。

この他にも性別で差が認められるのは「健康づくり・介護予防」「高齢者や障害のある人の支援」

「地域づくりに関する活動」などであり、「健康づくり・介護予防」「高齢者や障害のある人の支援」

は女性が多く、「地域づくりに関する活動」は男性が多い。このように年齢以上に性別による差が

顕著である。

図43　仕事以外でしてみたい活動／60歳年齢区分

地域づくりに関する活動

健康づくり・介護予防

高齢者や障害のある人支援

子育て支援

防犯や防災

美化や清掃

教育や生涯学習

自然環境の保全

食生活改善

男女共同参画

地域の相互支援、安心・安全

その他

無回答
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【年齢５歳区分】

　年齢５歳区分により仕事以外にしてみたい活動を示したのが図45である。図中の斜線は年齢が高

い人に多い「地域の相互支援、安心・安全」「美化や清掃」の間に引いている。これによると年齢

が高くなるに従い増加するのは「地域の相互支援、安心・安全」「美化や清掃」「健康づくり・介護

予防」である。特に前二者の増加は著しく、顕著な増加を示す。

　逆に年齢が高くなるに従い減少するのは「教育や生涯学習」「自然環境の保全」である。他の活

動に関しては大きな違いを認められない。

図44　仕事以外でしてみたい活動／性別

地域づくりに関する活動

健康づくり・介護予防

高齢者や障害のある人支援
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防犯や防災

美化や清掃

教育や生涯学習
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男女共同参画

地域の相互支援、安心・安全

その他

無回答
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⑵　現在の仕事の有無による差

　現在仕事をしている・していないにより、仕事以外でしてみたい活動を示したのが図46である。

これによると現在仕事をしている・していないによる大きな差は認められない。

　仕事をしていない人が「健康づくり・介護予防」、仕事をしている人が「自然環境の保全」と回

答した人が多少多いが、ほとんど差がみとめられない。

図45　仕事以外でしてみたい活動／年齢５歳区分

0

5

10

15

20

25

30

50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳以上

12.2

14.5 14.4

12.6

18.7
18.7

23.0

25.3

13.9

10.6

13.9 13.0

15.2

11.0

14.7

13.4

7.4

7.8

8.0

8.8

12.6

14.5

16.9

23.8

18.3
18.0

13.9

11.5

23.5

29.7
26.3

25.3

13.0
11.7

9.4

13.0

4.8
4.9

3.3

3.4

12.6
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男女共同参画 地域の相互支援、安心・安全 その他



― 84 ―

　以上の他にも実施した質問はいくつかあるが、それらについては、これまで紹介した結果の質問

間の関連性などとともに別の機会で紹介する。

　以上の結果を踏まえて第６節では高年者の仕事の展望を若干検討する。

図46　仕事以外でしてみたい活動／仕事をしている・していない

地域づくりに関する活動
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教育や生涯学習
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地域の相互支援、安心・安全

その他
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第６節　壮・高年者の仕事の展望

１　人口構成の推移

図47は北九州市の人口構成の推移を2000年と2005年の国勢調査による人口を基にコホート変化

率法による単純な推計を行い、15歳未満人口、生産年齢人口、65歳以上人口、65歳に含まれるが75

歳以上人口（再掲）及び、少子化の視点から20～34歳の女性人口を1995年から2025年までの推移

を示している。図の斜線の部分は65歳以上と75歳以上人口の間に引いている。

これを見ると65歳以上人口も2015年を境として減少に転ずるが、75歳以上人口のみが増加を続

ける。また、仕事の視点から見ると、15～64歳の生産年齢人口と65歳以上の比率は2005年の39.1％

から、2025年には50.6％への変化を見込むことができる。

図48～49は2005年の性別労働力率を当てはめて、2005年と2025年の性別の労働力と非労働力を

示している。これよると、2005年の55～59歳の年代が2025年には75～79歳に移行することにより、

男性、女性ともに非労働力人口が70～79歳で大きく増加を示している。特に女性の増加が著しい。

図47　北九州市の労働力人口及び人口構造の推移
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図50は下関市の人口構成の推移を2000年と2005年の国勢調査による人口を基にコホート変化率

法による単純な推計を行い、15歳未満人口、生産年齢人口、65歳以上人口、65歳に含まれるが75歳

以上人口（再掲）を2000年から2025年までの推移を示している。図の斜線の部分は65歳以上と75

歳以上人口の間に引いている。

これを見ると北九州市と同様、65歳以上人口も2015年を境として減少に転ずるが、75歳以上人

口のみが増加を続ける。また、仕事の視点から見ると、15～64歳の生産年齢人口と65歳以上の比率

は2005年の41.4％から、2025年には68.5％への変化を見込むことができる。

図48　2005年の労働力・非労働力（北九州市）
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図49　2025年の労働力・非労働力（北九州市）
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図51～52は下関市の2005年の性別労働力率を当てはめて、2005年と2025年の性別の労働力と非

労働力を示している。これよると、北九州市と同様に2005年の55～59歳の年代が2025年には75～

79歳に移行することにより、男性、女性ともに非労働力人口が70～79歳で大きく増加を示してい

る。特に女性の増加が著しい。

図50　下関市の労働力人口及び人口構造の推移

図51　2005年の労働力・非労働力（下関市）
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　生産年齢人口と65歳以上人口比から見ても、今後、大幅な労働力の減少が見込まれるが、対応策

としては①労働生産性の向上、②高齢者や女性の非労働力の活用、③女性の就業や将来の労働力の

ためにも、女性のみならず男性も含めた、出生・子育て環境を整備し、希望する子どもを産みやす

くすること(ワークライフバランスなどの確保：質問では「知っている」21.9％、「聞いたことがあ

る」25.6％ )、④外個人労働力の導入などが考えられる。表19は2002年の政府見通しによる労働力

率を2000年の北九州市の年齢区分別労働力率に当てはめて示している。これによると男性は60歳代

の労働力率が上昇し、女性は60～64歳の労働力率の大幅な増加が見込まれる。この点に関しては、

上記のとおり、改正高年齢者雇用安定法が2006年４月から完全施行されることで、定年延長、継続

雇用制度の導入などによる65歳までの段階的な雇用確保措置が事業主に義務づけられていること

や、雇用確保措置義務年齢が2006年度62歳、2007～2009年度63歳、2010～2012年度64歳、2013年

度以降65歳であることから、実現の可能性は高くなったと考えられる。このため、生産年齢人口に

対する65歳以上人口比は低下すると考えられるが、70歳以上の非労働力は変化しない。

　壮年・高年者の労働力に影響を与えるのは、引退行動、離職行動であり、それらに影響するのは

意欲、賃金、労働時間、労働する場、正社員・パートなどの就業構造であろう。これらについて上

記の意識調査から窺える傾向を以下で整理した。

図52　2025年の労働力・非労働力（下関市）
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２　壮年・高年者の仕事に関する意識

⑴　働く意識や意欲

　壮年・高年者の働く意欲については、現在働いている人の方が高い傾向はあるが、意欲は高く維

持されている。定年年齢が近づくに従い、働ける年齢を高く設定する傾向なども意欲の高さを示唆

している。一方で、できれば働きたくないと思っている人も存在する。このように個人差が大きい

ことから、仕事の選択肢を広げる必要性がある。その選択肢は収入と労働時間、働く場所や通勤時

間、正社員やパートなどであれ、柔軟性のある雇用の多様化が重要になる。体力面などを考慮する

必要があるし、性別により大きく条件が違う場合もある。

⑵　したい仕事と自信のある仕事

したい仕事の第一は経験のある仕事であるが、条件としては仕事をする場所が重要である。特に

女性は仕事をする場所を第一に重視する傾向があり、室内での仕事を望んでいる人が多い。さらに、

多様な世代と一緒に、社会に役立つ仕事である。そのような仕事の条件としては通勤が便利であり、

福利厚生が充実し、よい上司や部下がいることが重要である。収入や労働時間はこれらの次に考慮

される条件であり、精神的満足感や休日が多いことは高年者よりもむしろ壮年者で重視される傾向

がある。

現在勤務していない人の中にもこれらの仕事をしたいと思っている人は相当数存在し、経験を活

かしたいという意欲は高い。

　　　　　表19　男女別労働力率（北九州市平成00年及び政府見通し）

年齢
2000年 政府見通し2025年 見通しによる2025年

男性 女性 男性 女性 男性 女性

全体 68.8 43.6

15～19 17.2 15.5 17.2 15.5

20～24 66.6 68.4 5.0up 5.0up 71.6 73.4

25～29 90.6 68.6 5.0up 90.6 73.6

30～34 93.0 57.3 8.0up 93.0 65.3

35～39 93.7 58.8 5.0up 93.7 63.8

40～44 94.3 64.2 5.0up 94.3 69.2

45～49 93.4 66.0 5.0up 93.4 71.0

50～54 92.7 62.7 9.0up 92.7 71.2

55～59 90.1 52.6 9.0up 90.1 61.6

60～64 60.7 31.1 13.0up 20.0up 73.0 51.1

65～69 37.6 16.0 5.0up 5.0up 42.6 21.0

70～74 21.2 8.9 21.2 8.9

75～79 13.9 5.7 13.9 5.7

80～84 9.4 3.5 9.4 3.5

85歳以上 6.4 1.6 6.4 1.6
　　　厚生労働省職業安定局（2002）「労働力率の見通し」2002年７月推計
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自信のある仕事はしたい仕事と必ずしも一致しない。また、性別や年齢区分により自信のある仕

事は異なっている。女性は人と接する仕事に自信を持ち、男性は女性ほどに自信がある人は少なく、

年齢が高くなるに従い、人と接する仕事に自信を持つ人が減少傾向を示す。一方、男性は責任のあ

る仕事や頭を使う仕事、創造性や独創性を求められる仕事に女性よりも自信を持つなどの傾向や違

いがある。したい仕事として、能力をためす機会の多い仕事や専門的仕事、新しい機械や道具を使

う仕事は頭を使う、創造性・独創性に自信があるほどには多くはなく、ゆとりや気楽な仕事をした

いという人も年齢区分では変化がなかった。

　このように自信のある仕事は能力を発揮する仕事や体力を要する仕事などの仕方により異なり、

能力発揮型は年齢区分とは関わりなく変化が小さい傾向があり、体力型は年齢とともに変化が認め

られる仕事への自信である。

　人と接する仕事は、したい仕事の順位は高くないが、自信を持つ人も多く、長い人との関わりの

成果として経験を活かすことにもつながり、女性や壮年・高年者には向いている仕事といえるよう

である。

　この自信やしたい仕事と仕事への意欲の関連などは検討していないために明確にはいえないが、

現在仕事をしている人で、仕事への自信が大きいほど仕事への意欲は高いと仮定でき、この点は今

後の検討課題である。現在仕事をしていない人の自信と意欲に関しては不明であるが、意識よりも

自信の方が就労意欲と関連がありそうである。

⑶　仕事以外の活動

仕事以外の活動では「自分の時間を楽しむ」「旅行やおいしい食事」「趣味・スポーツ」などが普

段したいと思っていることで、多くの調査結果に「旅行・趣味・食事」は一致する。自分の時間を

楽しむに関しても一部の調査では指摘されていることである。これら以外に人とのつきあいの時間

や家族との時間を大切にする意識が窺えるし、女性や高年者には孫や子の成長を見守るという傾向

も強い。さらに、住んでいる地域への貢献やボランティア活動・社会貢献に関心を持つ人も存在す

る。

仕事をしていない人は、意欲は高くないが、生活の満足度は高いという特徴がある。高齢者の生

活満足度が高いと指摘されることもあるが、年齢が高くなると生活満足度が上がる傾向を認めるこ

とができることから、仕事をしていない人はこれに当てはまるのかも知れない。また、普段したい

と思っていることに関しては性別で大きな差が認められた。それは男性の趣味・レジャー志向と女

性の人との関わり志向である。

しかし、このような普段したいと思うことは団体の参加や活動には結びつかないようである。居

住地域での活動も含め団体への参加や役員などの活動は低調であった。この、活動と居住地域内外

の友人数の関連性を検討できなかったために、今後の課題として残っている。

⑷　壮年・高年者雇用の展望

　壮年・高年者雇用に関しては、性別や年齢区分、仕事の型など多様性を求められる。各々が労働
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時間、通勤の便利さ、収入、働く場所、雇用形態など重視する仕事の条件が異なり、一元的な賃金

体系、教育、労働時間などで高年者の仕事への意欲を低下させることにもつながるようである。人

口推計でも示したとおり、今後の労働力不足が予測できる現在、高年者、女性の仕事は公的支援も

含めて、意識やニーズを取り入れることが大きな課題であり、定年年齢の引き上げや雇用延長のみ

では高年者や女性の労働力を活かせず、確保もできないと予測できる。

以下に、調査に用いた調査票を参考資料として掲載した。この中には、今回掲載していない質問

もある。

【参考文献】

厚生労働省職業安定局高齢・障害者雇用対策部編「高齢者雇用を考える」社団法人雇用問題研究会、2003年

独立行政法人労働政策研究・研修機構「高齢者の雇用・採用に関する調査」JILPT 調査シリーズ67、2010年

内閣府「平成18年版高齢社会白書」ぎょうせい、2006年
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仕事の意識に関するアンケート

仕事の意識に関するアンケートのお願い

　北九州市立大学都市政策研究所では、現在、関門地域研究の一環として雇用に関する調査研究を

進めています。昨年度は若者の雇用と定着をテーマとして北九州市と下関市の若者の雇用について

下関市立大学との共同で調査研究を実施し、報告書（「関門地域共同研究vol.19－若年者労働市場」

関門地域共同研究会（北九州市立大学都市政策研究所、下関市立大学地域共創センター））にまと

めました。このたび、この調査研究の一環として、壮・高年者を対象として、統計的な側面から見

た雇用の実態、市の政策的側面、雇用についての意識の側面に関して調査研究を進めています。

　つきましては、北九州市、下関市にお住まいの皆様に、雇用に関する意識やニーズについてアン

ケートをお願いいたしました次第です。なお、このアンケートは、平成22年11月現在の選挙人名簿

から所定の手続きを経て、両市ともに無作為に1,500人を選ばせていただき実施しております。結

果は統計的に集計し、処理いたしますので、個人に関わる情報が使用されることはありません。大

変お忙しいところ、誠に恐縮ではございますが、上記の趣旨をご理解いただき、アンケートにご協

力くださいますようお願い申し上げます。

 平成22年11月

 北九州市立大学都市政策研究所

１　あて名のご本人がお答えください。ご本人が医療機関等に入院されている場合などは、回答して

いただく必要はありません。

２　ご本人が記入できない場合は、ご家族の方などがご本人からお聞きして代理で記入をお願いします。

３　ご回答は、当てはまる番号を○で囲む他に数字を記入するなどしてください。

４　副問には該当する方のみお答えください。

５　氏名は記入していただく必要はありません。

６　結果は統計的に処理いたします。アンケートの過程や報告書としてまとめた結果の公表にあたり、

個人にご迷惑をおかけするようなことは一切ございませんので、思いのままお答えください。

７　記入いただいた調査票は、11月26日（金）までに同封の封筒に入れて投函してください（切手を

貼ったり、差出人の名前を書いたりする必要はありません）。

アンケートに関するお問合せ先

北九州市立大学都市政策研究所　「仕事の意識に関するアンケート」係

〒802-8577 北九州市小倉南区北方四丁目２番１号　　電話：０９３－９６４－４３０２（代表)

回答に関するお願い
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【基本的な事項についてお聞きします】

問１　あなたの性別についてお答えください。 １．男　　　　２．女

問２　あなたの年齢についてお答えください。

　１．50歳未満　　　　２．50～54歳　　　　３．55～59歳　　　　４．60～64歳

　５．65～69歳　　　　６．70歳以上　　　　７．その他（ ）

問３　あなたを含めて現在同居している家族構成についてお答えください。

　１．ひとり暮らし　　　　　　　　　　４．子世代との二世代家族

　２．夫婦のみ　　　　　　　　　　　　５．親・子・孫の三世代家族

　３．親世代との二世代家族　　　　　　６．その他（ ）

問４　あなたの現在のお住まいについてお答えください。

　１．一戸建て（借家）　　　　　４．アパート、マンションなどの共同住宅（持ち家）

　２．一戸建て（持ち家）　　　　５．勤め先の寮や職員住宅

　３．アパート、マンションなどの共同住宅（借家）　　６．その他（ ）

問５　市内に住み続けている年数についてお答えください。

　１．１年未満　　　　　　　２．１～４年　　　　　　３．５～９年

　４．１０年以上　　　　　　５．生まれてからずっと

問６　あなたの親しい友人の人数を教えてください。小学校区内外に各一つだけ○

をつけてください。

①同じ小学校区内に住んでいる人

　１．０人 　　　　　　　　２．１～５人　　　　　　　３．６～１０人　

　４．１１～１５人 　　　　５．１６人以上
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②同じ小学校区以外の所に住んでいる人

　１．０人　 　　　　　　　２．１～５人　　　　　　　３．６～１０人

　４．１１～１５人　　 　　５．１６人以上　

【仕事についてお聞きします】

問７　現在、仕事をしていらっしゃいますか。

　１．している　　――――→　次の副問７－１へお進み下さい。

　２．していない　――――→　次の副問７－２へお進み下さい。

副問７－ 1 　問７で「１．仕事をしている」と回答された方にお聞きします。

⑴　差し支えなければ現在の仕事をお聞かせください。

１．自営業・会社経営　　　　　８．事務系専門職（医療事務、オペレーターなど）

２．事務系会社員（正社員）　　９．医療系専門職（医師、薬剤師、保健師など）

３．技術系会社員（正社員）　　10．その他の専門職 (弁護士、教員、福祉系専門職など)

４．派遣社員・契約社員　　　　　　　11．家事専業

５．パート・アルバイトなど　　　　　12．学生

６．公務員　　　　　　　　　　　　　13．無職

７．軽労働（警備・駐車場管理等）　　14．その他（ ）

⑵　差し支えなければ勤務している年数をお聞かせください。

　（　　　　　）年

副問７－ 2 　問７で「２．仕事をしていない」と回答された方にお聞きします。

⑴　機会があれば仕事をしたいと思いますか。

　１．ぜひ仕事をしたいと思う　　　　　　　２．できれば仕事をしたいと思う

　３．できれば仕事をしたくないと思う　　　４．仕事をしたくないと思う
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⑵　仕事をしたことはありますか。

　１．仕事をしたことはない　――――→　問８へお進み下さい。

　２．仕事をしたことはある　――――→　次の副問７－３へお進み下さい。

副問７－ 3 　副問７－２⑵で「２．仕事をしたことはある」と回答された方にお聞

きします。

⑴　差し支えなければ勤務していた仕事をお聞かせください。仕事が複数の場合は

該当するすべての番号に○を付けてください。

１．自営業・会社経営　　　　　８．事務系専門職（医療事務、オペレーターなど）

２．事務系会社員（正社員）　　９．医療系専門職（医師、薬剤師、保健師など）

３．技術系会社員（正社員）　　10．その他の専門職（弁護士、教員、福祉系専門職など)

４．派遣社員・契約社員　　　　11．家事専業

５．パート・アルバイトなど　　　　　12．学生

６．公務員　　　　　　　　　　　　　13．無職

７．軽労働（警備・駐車場管理等）　　14．その他（ ）

⑵　仕事をしていた年数（仕事が複数の場合は通算の年数）をお聞かせください。

　（　　　　　　）年

【仕事に対する考え】

問８　ワークライフバランスという言葉を知っていますか。

　１．知っている　　２．知らない　　３．聞いたことはあるが内容はわからない
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問９　高齢者雇用安定法の改正により、定年の定めをしている事業主は2013年４月ま

でに65歳まで定年を引き上げるか継続雇用制度の導入あるいは定年廃止の措置を

段階的に講じなければなりませんが、何歳くらいまで仕事をしたいと思いますか。

　１．60歳以下　　３．66～70歳　　５．76～80歳　　７．その他（ ）

　２．61～65歳　　４．71～75歳　　６．一生涯　　８．できれば仕事はしたくない

問10　ご自分では何歳くらいまで仕事ができると思いますか。

　１．60歳以下　　３．66～70歳　　５．76～80歳　　７．その他（ ）

　２．61～65歳　　４．71～75歳　　６．一生涯　　　８．できれば仕事はしたくない

問11　自分の望む仕事の機会があれば、場所はどこでもかまわないと思いますか。

　１．そう思う　　　２．どちらともいえない　　　３．そう思わない

問12　次の⑴～⑶のような仕事のうち、あなたはどちらを重視しますか。あなたの

考えに近いものを各々一つ選んでください。

⑴　仕事上の責任について

　１．自分の判断で業務を行うことはできないが、責任の軽い仕事

　２．責任は重いが、自分の判断で業務を行うことのできる仕事

　３．どちらともいえない

　４．わからない

⑵　収入と精神的満足感について

　１．収入は少ないが、精神的な満足感の得られる仕事

　２．精神的な満足感は得られないが、収入の多い仕事

　３．どちらともいえない

　４．わからない

⑶　収入と労働時間について

　１．収入は少ないが、労働時間の短い仕事　　　３．どちらともいえない

　２．労働時間は長いが、収入の多い仕事　　　　４．わからない
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問13　学歴を偏重せず、実力を評価する社会に参加していくためには、あなた自身、

どのようなことが必要だと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。

１．社会や企業が行う評価の基準を明確にする

２．親などが学歴や学校歴に頼らない意識をもつ

３．知識や技能などを形にして表せるように資格・検定を取得する

４．ボランティアなどの経験を含めた多様な活動について評価されるようにする

５．常に自己の努力を怠らない姿勢を示す

６．学歴が重視されなくなっても、それに代わる別の基準ができるので同じだ

７．実力を重視しても、過度な競争を避ける方法が必要だ

８．個性を尊重するなど、実力に偏らない評価方法が必要だ

９．特に必要なことはない

10．その他（具体的に： )

11．わからない

問14　スモールオフィス・ホームオフィス（小規模事業所、在宅事業）等の起業に

関心がありますか。

　１．ある　　　　　２．ない　　　　　３．内容がわからない

問15　あなたは、仕事と関連して、コンピューター等の情報機器を利用するに場合

に、何か希望や要望はありますか。次の中からいくつでも選んでください。

１．情報機器の使用方法の習得に関連した情報の提供を増やす

２．情報機器の使用方法の習得のための機器を公的な場に（市民センター等）に設

置する

３．情報機器の使用方法の習得を目的とした研修会や講習会を公的に実施する

４．情報機器の使用方法の習得のための費用を支援する

５．情報機器が気軽に利用できる場を増やす

６．その他（具体的に： )

７．特に希望や要望はない
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【したいと思う仕事】

問16　どのような仕事をしたいと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。

１．気楽な仕事 11．人を管理する仕事

２．人と接する仕事 12．経験を活かせる仕事

３．いろいろな世代の人と一緒の仕事 13．今までに経験のない仕事

４．同世代の人と一緒の仕事 14．能力をためす機会が多い仕事

５．複雑で変化に富んだ仕事 15．ひとりでできる仕事

６．室内での仕事 16．専門的仕事

７．室外での仕事 17．新しい機械や道具を扱う仕事

８．社会に役立つ仕事 18．自営の仕事 

９．乗り物にかかわる仕事 19．できれば仕事はしたくない 

10　新しいことに関わる仕事 20．その他（ ）

【普段の生活でしたい事・している事】

問17　普段の生活でどのようなことをしたいとお考えですか。次の中からいくつでも

選んでください。

１．人とのつき合い 10．近所の人との相互交流を深める

２．趣味・スポーツ 11．仲間を増やす

３．旅行やおいしい食事 12．子や孫の成長を見守る

４．宗教・信仰活動 13．孤立がちな人を見守る

５．仕事 14．ボランティア活動や社会貢献

６．仕事や生活で生涯現役を目指す 15．自分の時間を楽しむ

７．家族と一緒の時間を大切にする 16．人や物の世話にならない

８．住んでいる地域に貢献する 17．その他（ ）

９．地域の生活文化を残す・継承する 18．特にない
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問18　現在､参加していたり、役員をしている活動が何かありますか。次の中からい

くつでも選んでください。

１．まちづくり協議会 10．地域の同好会

２．民生委員・児童委員 11．会社のＯＢ会

３．老人クラブ（何歳でも加入可能） 12．公的な生涯学習

４．町内などの自治会 13．その他（ ）

５．地区（校区）社会福祉協議会 14．特にない

６．趣味の同好会等 15．まちづくり協議会の役員

７．ＰＴＡ 16．地区（校区）社会福祉協議会の役員

８．ふれあいネットワークの福祉協力員 17．町内などの自治会の役員

９．ＮＰＯやボランティア 18．老人クラブの役員

問19　仕事以外で、以下のような活動をしてみたいと思いますか。次の中からいく

つでも選んでください。

１　地域づくりに関する活動(居住している地域に限定しない)

２　健康づくり・介護予防に関する活動

３　高齢者や障害のある人の支援に関する活動

４　子育て支援に関する活動 ８　自然や環境の保全に関する活動

５　防犯や防災に関する活動 ９　食生活改善に関する活動

６　美化や清掃に関する活動 10　男女共同参画に関する活動

７　教育や生涯学習に関する活動

11　住んでいる地域の相互の助け合いや安心・安全のための活動

12　その他（ ）

【自信のある仕事】

問20　自信のあるのはどのような仕事ですか。次の中からいくつでも選んでください。

　１．人と接する仕事 ６．創造性、独創性が必要な仕事

　２．体力が必要な仕事 ７．リーダーシップが必要な仕事

　３．頭を使う仕事 ８．人をまとめる仕事

　４．乗り物を使う仕事 ９．できれば仕事はしたくない

　５．責任がある仕事 10．その他（ ）

裏面にもお答えください
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【雇用者が望むと思う仕事における条件】

問21　雇用者（企業など）が正社員などを採用する際に重視するのはどのような能力

だと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。

１．パソコンを使うことができる（ワープロや表計算、プレゼンテーションなど）

２．インターネットで情報収集やホームページの構築・維持管理ができる

３．簿記 10．新たな市場を開ける

４．英語 11．新たな技術開発

５．英語以外の外国語力 12．人をまとめる

６．専門知識 13．創造性や独創性

７．経験 14．新しい機械や道具を扱う能力

８．即戦力となる 15．その他（ ）

９．人との和を保てる 16．わからない

問22　どのような条件で仕事をしたいですか。次の中からいくつでも選んでください。

１．休日が多い ８．体力が必要

２．良い上司や部下がいる ９．創造性や独創性が発揮できる

３．福利厚生が充実している 10．実力本位で処遇や報酬が決まる

４．勤務時間が短い 11．収入が多い

５．昇進の可能性がある 12．できれば仕事はしたくない

６．通勤が便利 13．その他（ ）

７．結果がはっきりわかる

【自分自身についてのとらえ方】

問23　自分自身についてどのようにお考えですか。次の中からいくつでも選んでください。

１．責任感が強い ８．生活を楽しんでいる

２．なにごとにも積極的 ９．社会に役立っている

３．なにごとにも自信がある 10．人に自慢できることがある

４．目標に向けで努力できる 11．人との和を保てる

５．生活に満足している 12．創造性や独創性がある

６．意志が強い 13．その他（ ）

７．忍耐力がある 14．特にない

ご協力ありがとうございました。回答を同封の返信用封筒に入れて返送していただき

ますよう、お願いいたします。なお、結果をお知りになりたい場合は、住所・氏名を

下部に記入いただければ、結果を送付いたします。この個人情報は結果の送付のみに

使用いたします。

住所 氏名　　　　　　　　　　




